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※この特集は、22ページの「市民からのメッセージ」の対象です。
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※(　)内の金額は、前年度との比較

歳出総額
571億2,071万円

対前年度比
28億9,629万円増

歳入総額
589億5,693万円

対前年度比
23億5,415万円増

歳入歳出

市税
168億円

総務費
80億円

教育費
75億円

公債費
53億円

土木費
64億円

民生費
179億円

労働費・商工費・
農林水産業費

33億円

衛生費
48億円

地方交付税
158億円

分担金・使用料等
9億円

県支出金
39億円

繰入金 29億円

市債 52億円

その他 38億円議会費 3億円災害復旧費
3億円

消防費
34億円

地方譲与税等
30億円

国庫支出金
67億円

66億5,533万円(１億2,601万円増)
国からの補助金

167億8,541万円(7,068万円減)
皆さんが納めた市民税、固定資産
税、軽自動車税など

158億749万円(４億5,490万円減)
地域で生活に違いが出ないよう、人口
や税収に応じて国から配られるお金

30億798万円(２億84万円増)
国や県が集めた税金のうち、市町
村に配られるお金

38億8,989万円(３億8,435万円増)
県からの補助金

52億710万円(16億5,670万円増)
市が必要な事業をするために国や
金融機関などから借りるお金

38億17万円(８億1,109万円増)
諸収入、寄付金、財産収入、繰越
金

47億9,455万円(３億7,653万円増)
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ、し尿の処理など

179億2,790万円(２億6,014万円減)
児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

80億301万円(１億5,135万円減)
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

74億8,027万円(14億9,388万円増)
学校の管理・運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

33億5,213万円(10億8,170万円増)
消防・救急活動、水防や災害対策、
原子力対策など

63億7,537万円(８億6,129万円増)
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

３億4,458万円
(２億4,215万円増)

台風等の災害を受けた
箇所の復旧経費

32億9,567万円
(2,099万円減)

勤労者の福祉、商業・
観光、農林水産業の振
興など

52億9,208万円
(７億2,564万円減)

これまでの施設整備な
どのために借りたお金
(市債)の返済

２億5,514万円
(113万円減)

議員の報酬や市議会の
運営経費

28億7,554万円(２億9,765万円減)
各種基金から繰り入れるお金

９億2,803万円(160万円減)
保育所や幼稚園の保育料、市営住
宅家賃など

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 120億9,624万円 120億2,014万円 7,610万円

　平成30年度から財政の運営主体が県とな
る新国保制度が始まりました。保険料率は、
県が示す標準保険料率を採用し、平均世帯で
6.8％引き下げました。引き続き、安定的な運
営に努めます。

国民健康保険
（直診勘定） 2億1,492万円 1億9,940万円 1,552万円

　診療所運営は厳しく、一般会計の繰入で対応
する状態が続いています。赤字が続くと予想さ
れるため、より効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険 13億1,922万円 13億1,711万円 211万円

　運営主体である滋賀県後期高齢者医療広域
連合で２年に１度の保険料率の改定があり、平
成30年度は引き下げとなりました。引き続き、
高齢者が安心して医療を受けられる制度を維
持できるように努めます。

介護保険 117億5,394万円 113億3,118万円 4億2,276万
円

　高齢者人口が増加する中、介護保険の適正
な運用や地域の実情に応じた地域包括ケアシ
ステムの深化・推進に取り組みました。

休日急患
診療所 4,923万円 3,814万円 1,109万円

　湖北医師会の協力のもと、内科および小児
科の初期救急医療を実施しました。休日急患
診療所の利用者割合は50.4％であり、救急病
院の負担の軽減を図りました。

農業集落排水 13億8,624万円 13億8,350万円 274万円

　単独処理のため、汚水処理費が割高となり、
一般会計からの繰入れにより成り立っていま
す。公共下水道への統合を進め、繰入額の削減
に努めます。

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出
130億3,534万円 137億5,435万円 26億6,672万円 28億9,143万円

純損益　△７億1,901万円
（経常損益　△７億1,901万円）

純損益　△２億2,471万円
（経常損益　△２億2,471万円）

　医師不足や材料費の増加、機器・設備の更新に伴う減価償却費など、医療機関を取り巻く環境は、依然として厳しい状
況にありますが、今後も「地域住民の健康保持に必要な医療の提供」という基本的使命を果たすため、地域の各医療機関
との連携を深めながら診療体制の充実を図ります。

老人保健施設事業
収益的収入 収益的支出

４億6,657万円 ４億8,727万円
純損益　△2,070万円（経常損益　△2,075万円）

　リハビリ支援体制を充実させて、在宅復帰支援に努
めました。今後も地域の介護ニーズに応えるべく、湖
北病院と連携を図り、介護サービスの充実を図ります。

公共下水道事業
収益的収入 収益的支出

41億9,472万円 37億8,940万円
純損益　4億532万円 (経常損益　4億705万円)

　企業会計に移行し減価償却費を費用化するなど、経
営環境は大きく変わりましたが、管理財源の確保によ
り利益を計上することができました。今後も財政マネ
ジメントを強化し、健全経営に努めます。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

国民健康保険、介護保険のように対象となる人が限られる会計

病院や介護施設、公共下水道など、民間企業と同じように利用料をもらい
その利益で運営している会計

市の会計
一般会計

特別会計

企業会計
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政策１ 市民・自治　～市民とともに創る～

政策２ 教育・文化　～健やかで豊かな心が育つ～

政策３ 健康・福祉　～いきいきと温かく生きる～

平成30年度はこんなことに取り組みました

健全な財政運営と今後の課題

◆高校生C
チ ャ レ ン ジ

hallenge＆C
ク リ エ イ シ ョ ン

reation

　プロジェクト事業　　50万円
　若者の「ふるさと回帰」を目的に、高校生が地元の良

さに気づき、市民、大学、企業などとつながりをもちな

がら、まちづくりを学ぶ機会を提供し、地元で暮らすこ

との楽しさを

伝えました。

◆虎姫地域小中一貫教育校開設準備

２,１５０万円
　虎姫地域小中一貫教育校開校準備協議会において、

校名および校章の検討を行いました。校名は「虎姫学

園」と決定し、令和

２年４月の開校に

向けて現在、渡り廊

下の新設など改修

工事を含め準備を

進めています。

◆�多子世帯保育料負担軽減
事業

２億４,２８２万円
　子どもたちを育む世帯を応援す

るため、子の年齢や保護者の年収に

関係なく、第２子半額、第３子以降

無償化を実施し、子育て家庭の経済

的負担を軽減しました。

◆子育て応援アプリ運営事業

３４８万円
　「子育て応援アプリ　ながまる

キッズ！」で、子育てに関する情報

をお届けしています。平成30年６

月からは「パパママ・リフレッシュ

託児」の予約もらくらく簡単にでき

るようになりました。

◆�市民で支える小学校給食費
補助事業

２億５，６２７万円
　子どもたちの健やかな成長を市

民全体で支えるため、小学校の給食

費を補助しました。感謝の気持ちと

支え合う協働の仕組みを子どもた

ちが学び理解することで、市の将来

を担う人材の育成を図っています。

◆地域共生社会推進支援事業

７０９万円
　住民が主体的に実施する、地域生活でのさまざまな

課題の把握や解決に向けた活動を促進するため、モデ

ル地区を中心に、話し合いの場や参加・交流の機会の

創出の取組を支援

しました。

◆スポーツ夢チャレンジ

８１７万円
　スポーツを通じて子どもたちが夢や希望を抱くことが

できるよう、元プロ野球選手の仁
に

志
し

 敏
と し

久
ひ さ

 氏による野球

教室や指導者向け

講演会、男子100m

競走の元日本記録

保持者の青
あ お

戸
と

 慎
し ん

司
じ

 

氏による子ども向

け陸上教室を開催

しました。

◆首都圏との連携推進

２,９３７万円
　首都圏における長浜応援チーム「東京－長浜リレー

ションズ」を立ち上げ、長浜の情報発信や課題解決の

提案を行いました。また、東京・上野の「びわ湖長浜

K
か ん の ん

ANNON H
ハ ウ ス

OUSE」

や長浜歴史文化講

座、台東区のイベン

トへの出展などに

より長浜をPRしま

した。

◆未来に輝く長
な が

浜
は ま

人
び と

育成事業

５６万円
　若者の「ふるさと回帰」を目的に、長浜市内の高校に

通う高校生に長浜の歴史・文化・産業そして「人」の魅

力を伝え、長浜市を

誇りに思い、地域や

産業を担う「長浜

人」を育むための事

業を行いました。

◆長浜女性活躍都市推進事業

２０３万円
　参加者相互の交流や課題解決に向けた議論を行う長

浜女性会議を開催しました。また、起業したい女性を

対象に、キャリアアップのための学びの場などを提供

するジョブカフェ

事業を実施する中

で、女性活躍の推進

を図りました。

◆理系人材育成事業「長浜学びの実験室」

６７６万円
　自然科学の楽しさを子どもたちに伝え、将来の理系

人材を育むため、長浜バイオ大学と連携し、大学内の

「 長 浜 学 び の 実 験

室」において市内小

中学生の理科学習

を実施しました。

　平成30年度末の本市の借金(市債)残高は、大型建設
事業など投資的経費が大幅に増加し12年ぶりに増加に
転じましたが、計画的に繰り上げて償還(返済)すること
で、財政計画に掲げる額を下回るなど、微増に抑えるこ
とができました。
　財政の健全性の指標とされている健全化判断比率(借
金返済や借入額が多すぎないかなど)等の基準をクリア
しており、平成30年度決算は健全な財政運営ができて
いるといえます。
　主な財源である地方交付税や国・県補助金の縮減が
進む中、今後さらに決算規模の縮小が必要です。限られ
た財源を効率的に運用し健全な財政運営を行えるよう、
効果的な予算編成を行っていきます。

(※)長浜市の財政状況について詳しく
　  は市ホームページをご覧ください。

長浜市総合計画に掲げる「新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜」の実現を先導するため、
重点的・戦略的に取り組む「重点プロジェクト」です。
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◆園施設開放事業

６４万円
　わかば幼稚園・湖北幼稚園にお

いて、市内の未就園児親子を対象に

園を開放し、親子の活動・交流の場

を提供しました。

◆明治１５０年関連事業

５２５万円
　明治維新から１５０年を記念して、

「明治のながはま」をテーマとした特

別展を開催するとともに、市内に残

る明治の近代化遺産を観光資源と

してＰＲして、明治をテーマとした新

たな観光誘客を図りました。

◆へき地医療体制構築事業

　一般会計 １億５,６６６万円
　国保特別会計(直診勘定)

１,３４９万円
　へき地における持続可能な医療

を確保するため、診療所の拠点化等

を行いました。西浅井地区では、西

浅井支所内に「にしあざい診療所」、

保健センター西浅井分室内に「塩津

出張診療所」を整備しました。

◆台風被災農業者支援対策

１,１３５万円
　台風21号により被災された農業

者に対し、農業施設やビニールパイ

プハウスの補修にかかる経費の一

部を助成しました。

◆�高齢者活躍よりあいどころ
事業運営費補助金

２５７万円
　高齢者の社会参加、介護予防、健

康づくり、認知症予防、生きがいづ

くり等の取組を進めることで、住み

慣れた地域において健康でいきい

きと生活できるよう、地域の高齢者

が主体となった「通いの場」を支援

しました。

◆有害鳥獣対策

１億１,１６３万円
　野生鳥獣による農林水産業への

被害防止のため、地域ぐるみで防護

柵等の整備を進めるとともに、イノ

シシやニホンジカ等の捕獲を行い

ました。

重点

◆市民参加型シティプロモーション事業

３５７万円
　市民のまちへの愛着を高めるため、市内に住む人や

人の暮らしぶりを写真撮影や記事を通じて市内外に広

く発信できる人材を育成しました。

◆第２次長浜市環境基本計画策定事業

５２４万円
　環境に関する社会動向の急激な変化に加え、日常生活

や事業活動から生じる

環境問題に対し、市民や

事業者とともに共通認

識を持って対応するた

め、第２次長浜市環境基

本計画を策定しました。

◆森林ビジネスの創出

２,２１４万円
　市内の森林資源を活用し、「森林ビジネス」を推進す

るため「ながはま森林マッチングセンター」で森林資源

調査や森林の情報発信に取り組むとともに、林地台帳

システムを整備し

ました。

◆大寺三川線整備事業　　 ５,２９０万円
(総事業費　９,７８６万円)

　長浜市道路整備アクションプログラムに基づき、県

道丁野虎姫長浜線から

虎姫時遊館への市道の

整備をしました。道路

の安全性、利便性およ

び観光資源へのアクセ

スが向上しました。

◆小谷城スマートインターチェンジ(ＳＩＣ)周辺

　６次産業化拠点創出　　 ２,７８８万円
　小谷城SIC周辺に地域の基幹産業である「農業」を主

体とした６次産業化拠点を整備するため、積極的な企

業誘致活動を行いました。また、栽培実験農場を開設

し、６次産業化

を担う人材育成

や地域伝承野菜

のブランド化等

に取り組みまし

た。

◆田村駅周辺整備事業

　　　　　　 １,７７７万円
　学識者や地元自治会・まちづくり委員会等と田村駅周

辺整備基本計画を策定しました。また、基本計画に基づ

いて田村駅東の駅前広場から

長浜地方卸売市場進入路前ま

での市道を都市計画道路に再

整備するため、土質調査や詳

細設計などを行いました。

◆消防本部庁舎建設事業　　　　　　　１３億８,９７３万円
　市民が安心して暮らせるよう、大規模災害時にも消防機能を発揮できる耐震

性と安全性を兼ね備えた高機能な湖北地域消防本部庁舎が完成しました。

◆学生インターンシップ

　L
ロ ー カ ル

OCAL I
イ ン タ ー ン

NTERN C
キ ャ ン プ

AMP 2018 １９７万円
　県内外から集まった学生が泊り込みで地域や企業の

魅力に触れ、企業の抱える課題の解決策を提案するイ

ンターンシップを４泊５日で実施し、28名の学生が市

内等の12社におい

て就業体験をしま

した。

◆湖北・高月エリア　デマンドタクシーへの切替

４,９５８万円
　路線バス「こはくちょうバス」「高月観音号」をデマンド

タクシーへ移行することで、乗車時間の自由度や目的地

までの直行性が向上し、利用

者数を維持しつつ、路線バス

の半年間の補助経費を大幅

に削減できました。

政策４ 産業・交流　～まちの魅力が光り活力にあふれる～

政策６ 環境・都市　～水と緑に包まれ住まう～

政策５ 安全・安心　～不安なく穏やかに暮らす～

重点
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◆
長
浜
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
と
し
て

市
の
行
政
改
革
の
推
進
に
寄
与

　
本ほ

ん

城じ
ょ
う

　
善よ

し

男お(

南
高
田
町
）

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

　
樋ひ

口ぐ
ち

　
幸さ

ち

永え(

七
条
町
）

◆
長
浜
市
農
業
委
員
と
し
て
農
業
の

　
発
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与

　
宮み

や

元も
と

善ぜ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う(

草
野
町) 

　
堀ほ

っ

田た

　
繁し

げ

樹き(

細
江
町)

　
家や

倉ぐ
ら

　
和か

ず

行ゆ
き(

小
谷
丁
野
町)

　
髙た

か

木ぎ

　
幸こ

う

一い
ち(

木
之
本
町
川
合)

　
布ふ

施せ

　
善よ

し

明あ
き(

余
呉
町
坂
口)

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

　
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
髙た

か

月つ
き

　
賢け

ん

瑩え
い(

高
月
町
高
月)

　
藤ふ

じ

原は
ら

　
哲て

つ

男お(

余
呉
町
池
原)

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　
清し

水み
ず

　
良よ

し

隆た
か(

八
幡
東
町)

　
野の

田だ

千ち

代よ

子こ(
川
崎
町)

　
長は

谷せ

　
武た

け

二じ(
神
照
町)

　
早は

や

川か
わ

紀き

久く

子こ(

木
之
本
町
廣
瀬)

◆
長
浜
市
市
政
事
務
嘱
託
員

　(

自
治
会
長)

と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
小こ

山や
ま

　
仁ひ

と

見み(

朝
日
町)

　
中な

か

川が
わ

　
安や

す

治は
る(

朝
日
町)

　
八や

代し
ろ

　
守も

り

久ひ
さ(

朝
日
町)

　
中な

か

川が
わ

　
善よ

し

一か
ず(

大
島
町)

　
中な

か

島じ
ま

　
　
仁

ひ
と
し(

小
堀
町)

　
籾も

み

山や
ま

　
一か

ず

よ
し(

中
山
町)

◆
長
浜
市
連
合
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
西に

し

川か
わ

　
英ひ

で

敏と
し(

宮
前
町)

　
廣ひ

ろ

瀬せ

　
眞ま

さ

啓ひ
ろ(

元
浜
町)

　
古ふ

る

川か
わ

　
　
清

き
よ
し(

朝
日
町)

　
中な

か

川が
わ

　
　
泉

い
ず
み(

三
和
町)

　
奥お

く

澤ざ
わ

　
清き

よ

秀ひ
で(

相
撲
町)

　
松ま

つ

原ば
ら

　
　
晃

あ
き
ら(

十
里
町)

　
籾も

み

山や
ま

　
一か

ず

よ
し(

中
山
町)

　
佐さ

分ぶ

利り

一い
ち

郎ろ
う(

西
上
坂
町)

　
武た

け

田だ

　
了の

り

久ひ
さ(

本
庄
町)

　
北き

た

村む
ら

　
　
隆

た
か
し(

鳥
羽
上
町)

　
尾お

﨑ざ
き

　
　
清

き
よ
し(

小
一
条
町)

　
西に

し

村む
ら

　
辰た

つ

士し(

小
谷
丁
野
町)

　
岩い

わ

根ね

　
博ひ

ろ

之ゆ
き(

木
之
本
町
木
之
本)

◆
長
浜
市
消
防
団
員
と
し
て

　
自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

　
谷た

に

口ぐ
ち

　
武た

け

德の
り(
高
田
町)

　
児こ

玉だ
ま

　
康や

す

宏ひ
ろ(
朝
日
町)

　
西に

し

邑む
ら

　
孝た

か

宏ひ
ろ(

八
幡
東
町)

　
中な

か

川が
わ

　
忠た

だ

文ふ
み(

地
福
寺
町)

　
辻つ

じ

　
　
甚じ

ん

衛え
い(

下
坂
浜
町)

　
籾も

み

山や
ま

　
光み

つ

洋ひ
ろ(

川
崎
町)

　
中な

か

川が
わ

　
尊た

か

弘ひ
ろ(

今
町)

　
川か

わ

北き
た

　
恒つ

ね

夫お(

列
見
町)

　
川か

わ

瀬せ

　
喜よ

し

博ひ
ろ(

神
照
町) 

　
三み

好よ
し

　
武た

け

夫お(

八
幡
中
山
町)

　
田た

中な
か

　
康や

す

仁ひ
と(

常
喜
町)

　
畑は

た

澤ざ
わ

　
英ひ

で

明あ
き(

加
田
町)

　
坂ば

ん

東ど
う

　
雅ま

さ

之ゆ
き(

加
田
町)

　
茂し

げ

森も
り

　
仁ひ

と

始し(

加
田
今
町)

　
北き

た

川が
わ

　
雅ま

さ

章あ
き(

内
保
町)

　
林は

や
し

　
　
雅ま

さ

隆た
か(

大
路
町)

　
清し

水み
ず

　
大だ

い

輔す
け(

三
田
町)

　
奥お

く

出で

　
利と

し

行ゆ
き(

上
野
町)

　
柳や

な

瀬せ

　
一か

ず

幸ゆ
き(

乗
倉
町)

　
草く

さ

野の

進し
ん

太た

郎ろ
う(

鍛
治
屋
町)

　
漣

さ
ざ
な
み

　
　
清き

よ

輝て
る(

南
浜
町)

　
中な

か

川が
わ

　
秀

し
ゅ
う

作さ
く(

南
浜
町)

　
泉

い
ず
み

田だ

　
智と

も

典の
り(

下
八
木
町)

　
中な

か

嶋じ
ま

　
直な

お

樹き(

新
旭
町)

　
角つ

の

川か
わ

　
大だ

い

輔す
け(

湖
北
町
速
水)

　
久く

保ぼ

田た

亮り
ょ
う

太た(

高
月
町
井
口)

　
荒あ

ら

木き

　
克か

つ

夫お(

高
月
町
雨
森)

　
久く

保ぼ

田た

　
剛

つ
よ
し(

高
月
町
渡
岸
寺)

　
新し

ん

道ど
う

　
和か

ず

雄お(

高
月
町
落
川)

　
中な

か

川が
わ

　
達た

つ

也や(

高
月
町
高
月)

　
川か

わ

嵜さ
き

　
誠せ

い

一い
ち(

高
月
町
東
柳
野)

　
吉よ

し

田だ

　
　
靖

や
す
し(

高
月
町
片
山)

　
山や

ま

根ね

　
尚な

お

也や(

高
月
町
唐
川)

　
二に

之の

宮み
や

貞さ
だ

治は
る(

木
之
本
町
杉
野)

　
金か

な

谷や

　
一か

ず

志し(

木
之
本
町
古
橋)

　
千せ

ん

田だ

　
壮た

け

史し(

木
之
本
町
木
之
本)

　
山や

ま

岡お
か

　
　
誠

ま
こ
と(

木
之
本
町
田
部)

　
筧か

け
ひ

　
　
文ふ

み

量か
ず(

木
之
本
町
千
田)

　
伊い

香か

　
義よ

し

和か
ず(

木
之
本
町
田
居)

　
二に

の

宮み
や

新し
ん

一い
ち

郎ろ
う(

木
之
本
町
北
布
施)

　
二に

の

宮み
や

　
朋と

も

幸ゆ
き(

木
之
本
町
北
布
施)

　
武た

け

友と
も

　
新し

ん

吾ご(

余
呉
町
下
余
呉)

　
堀ほ

り

江え

　
裕ひ

ろ

志し(

余
呉
町
下
余
呉)

　
川か

わ

畑ば
た

　
秀ひ

で

勝か
つ(

余
呉
町
中
之
郷)

　
山や

ま

路じ

　
正ま

さ

隆た
か(

余
呉
町
中
之
郷)

　
畑は

た

野の

　
正ま

さ

敬た
か(

余
呉
町
今
市)

　
竹た

け

内う
ち

　
義よ

し

行ゆ
き(

西
浅
井
町
沓
掛)

　
田た

渕ぶ
ち

　
幸こ

う

一い
ち(

西
浅
井
町
山
田)

　
松ま

つ

本も
と

　
　
勝

ま
さ
る(

西
浅
井
町
小
山)

　
西に

し

尾お

　
賢け

ん

治じ(

西
浅
井
町
中)

　
粟あ

わ

津づ

　
貴た

か

司し(

西
浅
井
町
黒
山)

◆
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
中な

か

島じ
ま

　
正ま

さ

敬た
か(

宮
前
町)

　
中な

か

村む
ら

　
英ひ

で

樹き(

宮
前
町)

　
に
し

川か
わ

　
貴た

か

士し(

元
浜
町)

　
鈴す

ず

木き

　
拓た

く

也や(

八
幡
東
町)

　
髙た

か

木ぎ

　
順

じ
ゅ
ん

平ぺ
い(

大
戌
亥
町)

　
山や

ま

科し
な

　
　
聡

さ
と
し(

大
戌
亥
町)

　
村む

ら

田た

　
知と

も

康や
す(

寺
田
町) 

　
佐さ

々さ

木き

慶よ
し

英ひ
で(

小
堀
町) 

　
目め

か
た

　
久ひ

さ

隆た
か(

木
之
本
町
黒
田)

◆
柔
道
整
復
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
大お

お

澤さ
わ

　
　
勝

ま
さ
る(

神
照
町)

◆
長
浜
市
健
康
推
進
員
と
し
て

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

　
推
進
に
寄
与

　
小お

川が
わ

　
惠け

い

子こ(

今
川
町)

　
木き

村む
ら

ひ
ろ
子こ(

口
分
田
町) 

　
辻つ

じ

　
　
典の

り

子こ(

今
町)

　
小こ

林ば
や
し

　
美よ

し

子こ(

泉
町)

　
槇ま

き

島し
ま

　
信の

ぶ

子こ(

新
庄
中
町)

　
や
ぶ

内う
ち

久く

美み

子こ(

八
幡
中
山
町) 

　
井い

の

上う
え

　
康や

す

子こ(

尊
勝
寺
町) 

　
臼う

す

井い

　
睦む

つ

子こ(

湖
北
高
田
町) 

　
近こ

ん

藤ど
う

と
み
子こ(

湖
北
町
八
日
市)

　
竹た

け

本も
と

恵え

美み

子こ(

湖
北
町
尾
上)

　
髙た

か

橋は
し

寿す

美み

子こ(

高
月
町
洞
戸) 

　
藤ふ

じ

森も
り

　
千ち

春は
る(

高
月
町
落
川)

　
北き

た

川が
わ

眞ま

里り

子こ(

高
月
町
西
野) 

　
石い

し

倉く
ら

　
裕ひ

ろ

子こ(

木
之
本
町
木
之
本)

　
山や

ま

根ね

　
英ひ

で

実み(

余
呉
町
上
丹
生)

　
藤ふ

じ

田た

　
経け

い

子こ(

余
呉
町
今
市)

　
西に

し

田だ

　
智と

も

美み(

余
呉
町
新
堂)

◆
長
浜
市
結
婚
相
談
員
と
し
て
活
気

　
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
川か

わ

口ぐ
ち

　
真ま

理り(

木
之
本
町
杉
野)

　
平ひ

ら

井い

　
和か

ず

子こ(

木
之
本
町
木
之
本)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

　
河か

わ

路じ

　
芳よ

し

昭あ
き(

元
浜
町)

　
廣ひ

ろ

瀬せ

　
眞ま

さ

啓ひ
ろ(

元
浜
町)

　
薮や

ぶ

内う
ち

源げ
ん

之の

丞じ
ょ
う(

三
川
町)

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

　
観
光
振
興
に
寄
与

　
脇わ

き

坂ざ
か

　
　

ひ
ろ
し(

下
山
田)

　
氏う

じ

原は
ら

　
建け

ん

士し(

米
原
市)

◆
文
化
活
動
を
通
じ
て

　
文
化
芸
術
の
振
興
と

　
市
民
の
文
化
の
発
展
に
寄
与

　
蓮は

す

渓た
に

　
円え

ん

誠じ
ょ
う(

湖
北
町
津
里)

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
体
育
振
興
と

　
健
康
増
進
に
寄
与

　
法の

り

雲く
も

俊
し
ゅ
ん

明み
ょ
う(

三
ツ
矢
元
町)

　
大お

お

塚つ
か

章
し
ょ
う

三ぞ
う(

宮
司
町)

　
白し

ら

川か
わ

　
順の

り

子こ(

余
呉
町
中
之
郷)

　
井い

の

上う
え

　
　
宏

ひ
ろ
し(

米
原
市)

◆
市
の
発
展
の
た
め

　
貴
重
な
資
料
を
寄
贈

　
中な

か

川が
わ

　
貞さ

だ

八は
ち(

宮
司
町)

　
吉よ

し

田だ

慎し
ん

一い
ち

郎ろ
う(

東
京
都
狛
江
市)

表
彰
に
輝
く
人
た
ち

11
月
２
日
に
、市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

自
治
功
績
表
彰

社
会
功
績
表
彰

教
育
文
化
功
績
表
彰

感
謝
状
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昔
な
が
ら
の
味
と
変
わ
ら
な
い
信
念

　
私
が
４
代
目
と
し
て
父
親
か
ら
受
け
継
い
だ
藤
本
屋

は
、今
年
で
創
業
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
京
都
の
和
菓
子
屋
で
５
年
間
修
業
を
積
ん
だ
あ
と
、
家

業
に
入
り
35
年
。
お
客
様
の
声
に
応
え
た
い
と
い
う
一

心
で
和
菓
子
づ
く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
自
分
が
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
和
菓
子
が
作
れ
ず

苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分
が
美
味
し
い

と
思
え
る
も
の
し
か
作
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
は
、
こ
の

道
を
志
し
て
以
来
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
「
変
わ
ら

な
い
こ
と
」
で
す
。
注
目
は
浴
び
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
よ
り
美
味
し
い
も
の
を
作
る
た
め
の
改
良
は
重
ね
な

が
ら
も
、
流
行
を
追
う
こ
と
な
く
昔
な
が
ら
の
和
菓
子
を

頑
固
に
作
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
お
客
様
の
期
待
を
裏
切

ら
な
い
仕
事
を
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
食
べ
て
美
味
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
季

節
感
あ
ふ
れ
る
美
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
和
菓

子
づ
く
り
に
日
夜
精
進
し
ま
す
。

真
心
こ
も
っ
た
庶
民
の
味
を
い
つ
ま
で
も

　
茶
真
商
店
は
明
治
か
ら
続
く
茶
舗
で
、
創
業
１
５
０
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
で
は
屋
号
と
ま
で
思
わ
れ
て
い
る

「
甘
党
暫し

ば
ら
く」を
先
代
の
父
が
始
め
て
か
ら
は
、
喫
茶
や
軽
食

な
ど
幅
広
く
商
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
４
代
目
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
「
ホ
ワ
イ
ト
餃
子
」
を
始

め
ま
し
た
が
全
く
売
れ
ず
、
大
変
な
苦
労
も
経
験
し
ま
し

た
。
で
す
が
、製
法
に
こ
だ
わ
り
味
を
信
じ
て
作
り
続
け
、

40
年
か
け
て
看
板
商
品
へ
と
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
一
番
の
や
り
が
い
と
な
る
の
は
お
客
様
の
声
で
す
。

遠
方
か
ら
で
も
「
ホ
ワ
イ
ト
餃
子
を
食
べ
る
た
め
に
長
浜

に
来
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
何
よ
り
の
励
み

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
長
浜
の
ま
ち
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
て
い
る
な
ら
私
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜

び
で
す
。

　
こ
の
道
45
年
。
今
後
注
力
し
た
い
の
は
培
っ
て
き
た

技
術
の
伝
承
で
す
。「
茶
し
ん
」
と
い
う
一
つ
の
暖の

れ

ん簾
の

中
で
、
日
本
の
文
化
と
し
て
の
お
茶
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ

し
て
肩
肘
張
ら
な
い
真
心
こ
も
っ
た
庶
民
の
味
を
、
い
つ

ま
で
も
お
届
け
で
き
る
よ
う
、繋
い
で
ま
い
り
ま
す
。

40
年
間
培
っ
て
き
た
技
術
で
、

び
わ
湖
の
恵
み
を
提
供
し
た
い

　
27
歳
の
時
に
、
父
の
後
を
継
ぎ
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
で
は
株
式
会
社
Ｙや

ぶ

げ

ん

Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ

と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
日
本
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
か
っ
た
燻
製
を
独
学
で

学
び
、40
年
間
技
術
を
磨
き
、今
で
は
天
然
サ
ー
モ
ン
を
使

用
し
た
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

燻
製
は
、温
度
が
１
℃
で
も
高
く
な
る
と
味
が
変
わ
り
、乾

燥
の
具
合
や
煙
の
量
な
ど
、
繊
細
な
調
整
が
必
要
で
す
。

独
自
に
設
計
し
た
燻
製
機
を
使
用
し
、
自
分
の
納
得
で
き

る
燻
製
を
作
る
た
め
、日
々
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
ビ
ワ
マ
ス
の
燻
製
の
製
造
を

本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
天
然
物
の
ビ
ワ
マ
ス
を
厳
選

し
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
び
わ

湖
の
恵
み
の
良
質
な
味
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
、
天
然
物
の
お
い
し
い
味
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
、
事
業
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
浜
市
役
所
公
務
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
オ
ー
プ
ン
市
役
所
」を
開
催
し
ま
す

問 

人
事
課（
☎
６
５
ー
６
５
０
２
）

　
市
役
所
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
い
ろ
い

ろ
な
職
場
で
働
く
職
員
が
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

【
と
　
き
】	

11
月
27
日(

水)

13
時
30
分
～
17
時

	
(

受
付
13
時
～)

【
と
こ
ろ
】	

市
役
所
１
階
本
庁
舎
　
多
目
的
ル
ー
ム

【
参
加
対
象
】 

市
役
所
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人

　
　
　
　
　 (

短
大
生
、大
学
生
、社
会
人
な
ど)

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〇
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　(

市
役
所
の
仕
事
の
概
要
等)

〇
採
用
１
年
目
の
新
人
職
員
に
よ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
ト
ー
ク

〇�

実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
か
ら
、
仕
事
の
こ
と
を
聞
い

て
み
よ
う

　(

各
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
自
由
行
動)

【
申
込
み
】	�

11
月
24
日(

日)

ま
で
に
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】	

参
加
費
無
料
・
服
装
自
由

※�

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
職
員
の
採
用･

選
考
に
一
切
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
人
事
課〈
本
庁
舎
４
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
０
２

▲市ホームページ

市立長浜病院職員を募集します(令和２年４月１日採用予定)

先着順により市有地を一時貸付します
問 公共施設マネジメント課(☎６５ー１７１７)

■試験日　　随時設定します。　　■申込受付期限　採用人数に達するまで。

■試験会場　市立長浜病院

　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダ

ウンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「視能訓練士職受

験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号](120円切手を貼付

して宛先、郵便番号明記)同封して、右記まで送付してください。

　市では、次の市有地を先着順により一時貸付します。

　貸付できる用途は、原状回復が容易で平面的な土地利用

とし、借地権等の権利が発生しない用途に限定します。

【申込先】
11月15日(金)から申込書を直接担当課まで。

※申込みは、貸付可能面積の一部でも可能です。

【案内書の配布】
　市ホームページからダウンロードできるほか、担当

課、北部振興局地域振興課、各支所の窓口にあります。

問合せ
　公共施設マネジメント課

　〈本庁舎４階〉(☎６５－１７１７)

問合せ・申込先
　長浜市病院事業職員選考委員会

　〈市立長浜病院事務局総務課内〉

　〒526－8580　大戌亥町313

　☎６８－２３２４(直通)

職種 採用予定人員 受験資格

視能訓練士 １人

次のいずれにも該当する人
〇平成６年４月２日以降に生まれた人
〇�視能訓練士法による視能訓練士の免許を有する人(令和２年７月末日までに免

許取得見込みの人を含む)

所在地 地目 貸付可能面積 最低1㎡単価（月額）

1 高月町井口字億称寺２０番１ 宅地 ６９８. ４７㎡ 37円

2 木之本町木之本字箱柳１５３番外３筆 宅地 １, ０７１㎡ 28円

3 西浅井町大浦字堂前１５２番外２筆 宅地 ８１０. ２２㎡ 21円

4 余呉町今市字村桑２３５番３外１０筆 学校用地 ６, ０２３㎡ 24円

▲市ホームページ

廣
ひ ろ

瀬
せ

 眞
ま さ

啓
ひ ろ

 さん(元浜町)

薮
や ぶ

内
う ち

 源
げ ん

之
の

丞
じょう

 さん(三川町)

伝統を守り、卓越した技術を用いて
長年一つの職に従事した人たちを
紹介します。

河
か わ

路
じ

 芳
よ し

昭
あ き

 さん(元浜町)
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住
民
票
・
印
鑑
登
録
等
で
旧
姓
が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

女
性
の
活
躍
　
夢
を
カ
タ
チ
に
し
よ
う

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
前
期
）」開
催
の
お
知
ら
せ

問 

市
民
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
１
）

問 

人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

　
11
月
５
日(

火)

か
ら
旧
姓(

旧
氏)

を
住
民
票
等

に
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

旧
姓
を
併
記
す
る
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

【
必
要
書
類
等
】

①
旧
姓
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等

　�

戸
籍
謄
本
等
は
本
籍
地
の
あ
る
市
町
村
で
取

得
し
て
く
だ
さ
い(

郵
送
で
も
取
り
寄
せ
で
き

ま
す)

。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

③�

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
保
険
証
等
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

持
参
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

【
申
請
先
】	

市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

	

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

旧
姓
の
印
鑑
登
録
に
つ
い
て

　
住
民
票
に
旧
姓
を
記
載
し
た
人
は
、
併
せ
て
、

旧
姓
で
印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
１

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
特
技
を
活
か
し
て
「
起
業
し
た
い
、

仕
事
を
し
た
い
、
活
動
を
し
た
い
」そ
ん
な
女
性
必
見
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　
事
業
、
活
動
の
始
め
方
や
継
続
の
方
法
を
学
ぶ「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
事
業
、
活
動
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
や
、振
り
返
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
全
13
回(

単
発
・
連
続
受
講
ど
ち
ら
も
可
能)

子
ど
も
も
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
と
　
き
】	

10
時
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ

ロ

コ

Ｏ
Ｃ
Ｏ

	

え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜(

北
船
町)

【
定
　
員
】	

各
15
人(

先
着
順)

【
日
　
程
】	

下
記
の
と
お
り

【
対
　
象
】	

新
し
く
何
か
を
始
め
た
い
女
性

	�


事
業(

起
業
等)

活
動
の
内
容
を
考
え
て
い
る
女
性

	�


既
に
事
業(

起
業
等)

活
動
を
し
て
い
る
女
性

【
参
加
費
】	

無
料

問
合
せ
・
申
込
先

　
子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
☎
５
３
―
４
４
８
０

　L
IN

E
@

：@
3
4
6
h
n
xis

長
浜
市
原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

相
続
等
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

問 

防
災
危
機
管
理
局（
☎
６
５
ー
６
５
５
５
）

問 

建
築
住
宅
課（
☎
６
５
ー
６
５
３
３
）

問 

都
市
計
画
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
２
）

　
福
井
県
の
美
浜
発
電
所
で
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
と
　
き
】	

11
月
17
日(
日)
　
午
前
７
時
～

【
訓
練
の
流
れ
】

〇
市
内
全
域
で
の
屋
内
退
避
訓
練
　
７
時
～(

10
分
間)

　
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
、
訓
練
の

開
始
と
終
了
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
始 

「�

原
子
力
防
災
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
は
自
宅
の
中
な
ど
屋
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

終
了 

「
原
子
力
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
す
」

〇
避
難
訓
練(

余
呉
地
域
の
み)

７
時
30
分
〜

①�

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
、
訓
練
の

開
始
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

は
登
録
者
全
員
に
配
信
さ
れ
ま
す
が
、
訓
練
は
余
呉
地

域
の
み
が
対
象
で
す
。

開
始 

「�

訓
練
参
加
の
皆
さ
ん
は
、直
ち
に
避
難
集
合
場
所
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
」

②�

自
治
会
単
位
で
避
難
集
合
場
所
に
集
合
し
、
バ
ス
で
湖

北
体
育
館
ま
で
避
難
し
ま
す
。
原
子
力
防
災
研
修
や
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
説
明
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
訓
練
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ

　
防
災
危
機
管
理
局〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
５
５

　
空
き
家
に
関
し
て
お
困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相
続
・

管
理
な
ど
の
面
で
様
々
な
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
市
で
は

初
め
て「
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
」と「
相
続
等
個
別
相
談
会
」を
同

時
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
お
持
ち
の
空
き
家
や
相
続
等
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
空
き
家
の
専
門
家
と
話
す
こ
と
で
解
決

の
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
対
　
象
】	

空
き
家
問
題
等
に
関
心
が
あ
る
人

【
と
　
き
】	

11
月
27
日(

水)

【
と
こ
ろ
】	

市
役
所
本
庁
舎
５
階
５
―

Ｂ
会
議
室

【
内
　
容
】

第
一
部
　
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー(

定
員
30
名)

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
45
分

　「
土
地
・
建
物
の
相
続
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　
滋
賀
県
司
法
書
士
会
・
い
ざ
な
い
湖
北
定
住
セ
ン
タ
ー

第
二
部
①
　
座
談
会(

定
員
30
名)

　
14
時
45
分
～
16
時
30
分
　

　
税
理
士
・
司
法
書
士
・
不
動
産
・
建
築
等
の
専
門
家
を
囲

み
空
き
家
等
の
解
決
方
法
を
探
し
ま
す
。

第
二
部
②
　
相
続
等
個
別
相
談
会(

各
回
４
組)

	

①
14
時
45
分
～ 

②
15
時
20
分
～ 

③
15
時
55
分
～

【
申
込
み
】	�

11
月
20
日(

水)

ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
参
加
費
】	

無
料

問
合
せ
・
申
込
先

　
建
築
住
宅
課〈
本
庁
東
館
２
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
３
３
　
FAX

６
５
―
６
７
６
０

　

ken
ch

iku
@

city.n
a
ga

h
a
m

a.lg.jp

　
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
た
め
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置

を
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
新
築
の
届

出
規
模
を
見
直
し
、
景
観
へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
景
観
条
例
改
正
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
期
　
限
】	

11
月
18
日(

月)

【
と
こ
ろ
】	

都
市
計
画
課〈
市
役
所
本
庁
舎
２
階
〉

	

北
部
振
興
局
、各
支
所
、ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※�

意
見
の
あ
る
場
合
は
、
任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
を
明
記

し
、直
接
持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
変
更
に
つ
い
て
の
縦
覧
・
公
聴
会

〇
縦
覧

【
期
　
限
】	

11
月
14
日(

木)
【
と
こ
ろ
】	

都
市
計
画
課〈
市
役
所
本
庁
舎
２
階
〉

	
北
部
振
興
局
、各
支
所
、ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
公
聴
会

【
と
　
き
】	

11
月
15
日(

金)

10
時
～
12
時

【
と
こ
ろ
】	

市
役
所〈
本
庁
舎
１
階
〉多
目
的
ホ
ー
ル

※�

意
見
の
あ
る
場
合
は
、
11
月
11
日(

月)

ま
で
に
書
面
に
よ
る

申
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

※
意
見
が
な
い
場
合
、公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
〒
５
２
６
―

８
５
０
１ 

八
幡
東
町

　
都
市
計
画
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
６
２
　

　
FAX

６
５
―
６
７
６
０
　

　

toshikei@
city.nagaham

a.lg.jp

◀条例改正にかかる
　パブリックコメント

◀計画公聴会変更
　にかかる縦覧

開催日 セミナー・交流会(テーマ)

11月11日(月) 事業を始めるあなたの価値を高める！プチマナーレッスン

11月25日(月) フリーランスのための「仕事」と「プライベート」のコミュニケーションの違い

12月 ２日(月) やっていることに自信をちょっとだけのせてあげる方法

12月 ９日(月) 2020年は手帳を活用して時間を味方にする！

12月16日(月) 交流会＋「今年１年をふり返ろう」

▲子育て応援カフェ
　LOCOのホームページ

▲総務省
　ホームページ
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11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す

11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

11
月
30
日
は
人
生
会
議
の
日
で
す

問 

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
７
８
９
）

問 

人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

問 

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
７
８
９
）

　
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
と
そ
の
家
族
、
介
護
従
事
者
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
、
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
者
等
に
対
す
る
介
護
に
関

し
、
国
民
へ
の
啓
発
を
重
点
的
に
実
施
す
る
日
と
し
て
、「
介

護
の
日
」が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ

る
よ
う
、医
療
、介
護
、介
護
予
防
、住
ま
い
お
よ
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制(

地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム)

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
介
護
の
日
】

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要
な
人
が
増
加
し
て
い

く
に
つ
れ
て
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
多
く
の
人
に
介
護
を
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
介
護
を
考
え
、
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
高
齢
福
祉
介
護
課

　〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
７
７
８
９

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

Ｄ
Ｖ)

」、性
犯
罪
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
Ｄ
Ｖ
の
影
響
と
し
て
、
子
ど
も
が
暴
力
を
目
撃
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
様
々
な
心
身
の
症
状
が
表
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
家
庭
内
で
の
暴
力
を
目
撃
し
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
は
、

感
情
表
現
や
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
暴
力
を
用
い
る
こ
と
を

学
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
も
し
辛
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
窓
口

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

【
期
　
間
】	

11
月
18
日(

月)

～
24
日(

日)

【
と
　
き
】	 (

平
日)

８
時
30
分
～
19
時
　(

土
日)

10
時
～
17
時

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職

員
が
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

※
通
常
は
平
日(

８
時
30
分
～
17
時
15
分)
の
み

問
合
せ

　
大
津
市
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　(

☎
０
７
７
―
５
２
２
―
４
６
７
３)

人
生
会
議
と
は
…

　
人
は
み
な
、い
つ
で
も
、大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、

命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、約
70
％
の
人
が
こ
れ
か
ら

の
治
療
や
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、自
分
で
決
断
し
た
り
人

に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
望
む
こ
と
、希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
、
自
分
自
身
で
考
え
た
り
、
信
頼
す
る
人
た
ち
と

話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
「
人
生
会
議(

Ａ
Ｃ
Ｐ
　
ア

ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
と
い
い
ま
す
。

人
生
会
議
は
難
し
い
決
断
が
自
分
で
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
重
要
な
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、11
月
30
日
を「
人
生
会
議
の
日
」と

し
、人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
も
し
も
の
時
に
「
ど
う
し
た
い
の
か
」

「
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
」を
考
え
、信
頼
す
る
人
た
ち
と

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
里
親
制
度
は
、
健
や
か
な
育
ち
の
場
を

求
め
る
子
ど
も
の
た
め
の
制
度
で
す
。

※�

里
親
に
は
迎
え
入
れ
た
子
ど
も
の
養
育

費
と
里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教
育

費
、
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

い
ろ
ん
な
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

〇
養
育
里
親

　�

家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
一
定
期

間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育

す
る
里
親

〇
養
子
縁
組
里
親

　�

養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
養
親

に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

〇
専
門
里
親

　�

養
育
里
親
の
う
ち
、虐
待
や
非
行
、障
害

な
ど
の
理
由
に
よ
り
専
門
的
な
援
助
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

〇
親
族
里
親

　�

実
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
に
よ
り

養
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
祖
父
母
な

ど
の
親
族
が
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

※�

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、
要
件
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
彦
根
子
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー(

０
７
４
９
―
２
４

―
３
７
４
１)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

虐待通告・児童相談に関する連絡先

11月14日は世界糖尿病デーです
問 健康推進課(☎６５ー７７５９)

■糖尿病予防のポイント
１．食事は腹八分目にする
２．野菜は１日３５０ｇ食べることを心がける
３． １日３食規則正しく食べる
４．アルコールの取りすぎに注意する
５．定期的に運動をする

問合せ
　健康推進課〈ながはまウェルセンター〉
　☎６５―７７５９

　成人の５人に１人が疑われているとい
う糖尿病。糖尿病は大きな自覚症状がな
いまま進行し、治療をせずに放置すると、
深刻な合併症を引き起こします。
　糖尿病は食事、運動などの不規則な生活
の積み重ねによって起こる病気です。日
頃の生活習慣を見直し、糖尿病を予防しま
しょう。

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
　
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

問 

子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室（
☎
６
５
ー
６
５
４
４
）

　
子
ど
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解

決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
問
題

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な「
こ
こ
ろ
」や「
い

の
ち
」を
守
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

児
童
虐
待
と
は

　
児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に
対
し

て
行
う
次
の
行
為
で
、
４
つ
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
身
体
的
虐
待
…�

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
な
ど

〇
性
的
虐
待
　
…�

性
的
行
為
を
強
い
る
、
性
器

を
見
せ
る
な
ど

〇
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否
・
怠
慢
）

　
　
　
　
　
　
…�

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に

す
る
、
車
の
中
に
放
置
す
る

な
ど

〇
心
理
的
虐
待
…�

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、
無
視

や
拒
否
的
な
態
度
を
と
る
、

き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別
、
子

ど
も
が
同
居
す
る
家
庭
に
お

け
る
Ｄ
Ｖ
な
ど

見
逃
さ
な
い
で「
た
す
け
て
サ
イ
ン
」

子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン

〇
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲

〇
極
端
に
や
せ
て
い
る
等
、栄
養
失
調
状
態

〇
衣
服
や
か
ら
だ(

髪
や
手
足
等)

が
不
潔

〇
無
表
情
、大
人
を
見
る
と
お
び
え
る

〇�

落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、情
緒
不
安
定

保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン

〇�

子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
な
い

〇
衣
類
、寝
具
が
不
衛
生
状
態

〇�

子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
、よ
く
外
出
す
る

〇�

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、子
ど
も
に
当
た
る

〇�

地
域
と
の
交
流
が
な
く
、孤
立
し
て
い
る

全
国
共
通「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

０
５
７
０
―
０ゼ

ロ

ナ

ナ

ゼ

ロ

の

ハ

ー

ト

ラ

イ

ン

７
０
―
８
１
０

▲人生会議のロゴマーク
長浜市健康づくりキャラクター▲

むびょうたん＋
プラスワン

1　ベジたん

長浜市役所・
家庭児童相談室

☎６５―６５４４　　
月～金
８時30分～17時15分　

彦根子ども家庭
相談センター

☎０７４９―２４―３７４１　
月～金　８時30分～17時15分

虐待ホットライン
(県内全域)

☎０７７―５６２―８９９６　
24時間対応　ＦＡＸ可

こころんダイヤル
子育て・いじめ・
不登校・非行など…
子どもの悩みや家庭
の悩みの電話相談

☎０７７―５２４―２０３０　
☎０１２０―０７８―３１０　
(24時間子供SOSダイヤル)
FAX０７７―５２８―４８５５　
※土・日・祝日を含む毎日
(年末年始を除く) ９時～21時
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「
行
政
相
談
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

絵
で
伝
え
よ
う

「
わ
た
し
の
ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」

絵
画
展
の
お
知
ら
せ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る

電
気
機
器
が
な
い
か
点
検

し
て
く
だ
さ
い

11
月
24
日(

日)

は
ご
み
の

持
込
み
が
可
能
で
す

問 

彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４
）

問 

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

（
☎
６
５
ー
６
５
５
２
）

問 

環
境
保
全
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
３
）

問 

環
境
保
全
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
３)

　
行
政
相
談
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
11
月
21
日(

木)

９
時
～
12
時

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

八
幡
東
町)

　
行
政
相
談
委
員
　
小こ

ば
や
し林 

喜き

八は
ち

郎ろ
う 

氏

②
11
月
21
日(

木)

９
時
～
12
時

　
木
之
本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　(

木
之
本
町
木
之
本)

　
行
政
相
談
委
員
　
谷た

に

口ぐ
ち 

慶け
い

祐ゆ
う 

氏

③
11
月
27
日(

水)

９
時
～
12
時

　
湖
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　(

湖
北
町
速
水)

　
行
政
相
談
委
員
　
竹た

け

本も
と 

久ひ
さ

隆た
か 

氏

④
11
月
28
日(

木)

９
時
～
12
時

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

八
幡
東
町)

　
行
政
相
談
委
員
　
三み

浦う
ら 

正ま
さ

司し 

氏

※�

相
談
無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
し
ま

す
。

問
合
せ

　
滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
―
５
２
３
―
１
１
０
０

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者
お
よ
び
送
付
時
期

　
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
納
付
し
た
人

は
11
月
上
旬

　
10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
今
年
初
め
て

納
付
し
た
人
は
令
和
２
年
２
月
上
旬

※�

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
彦
根
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　
☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４
　

　
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
人
々
の
交
流
、
伝

承
行
事
、
古
い
ま
ち
な
み
な
ど
、
未
来
に
残

し
伝
え
て
い
き
た
い
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
た

か
ら
も
の
」
を
題
材
に
し
た
、
市
内
の
小
中

学
生
に
よ
る
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
、
市

内
３
か
所
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

①
11
月
２
日(

土)

～
10
日(

日)

　
10
時
～
18
時(

月
・
火)

休
館

②
11
月
14
日(

木)

～
21
日(

木)

　
10
時
～
18
時(

月
・
火)

休
館

③
11
月
25
日(

月)

～
12
月
５
日(

木)

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分(

土
・
日)

休
館

【
と
こ
ろ
】

①
高
月
図
書
館(

高
月
町
渡
岸
寺)

②
浅
井
図
書
館(

大
依
町)

③
市
役
所
本
庁
舎(

八
幡
東
町)

【
入
場
料
】	

無
料

問
合
せ

　
生
涯
学
習
文
化
課〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
５
２

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ(

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル)

を
含
む

電
気
機
器
等(

変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
家

庭
用
を
除
く
照
明
用
安
定
器
な
ど)

を
使
用

ま
た
は
保
管
し
て
い
る
と
き
は
、
法
律
に
基

づ
く
届
出
、
適
正
な
保
管
が
必
要
で
す
。
事

業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル(

高
圧
受

電
設
備
）、
倉
庫
な
ど
を
点
検
し
て
く
だ
さ

い(

点
検
時
は
必
ず
電
気
主
任
技
術
者
等
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い)

。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
処
分
期
間
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
処
分
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
滋
賀
県
循
環
社
会
推
進
課

　
☎
０
７
７
―
５
２
８
―
３
４
７
３

　
ク
リ
ス
タ
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト

お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ご
み
の

持
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

○
次
回
持
込
み
受
付
予
定
日

　
12
月
29
日(

日)

学
校
給
食
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か

認
知
症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
と

一
緒
に
歩
む
市
民
の
つ
ど
い

地
域
福
祉
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

問 

学
校
給
食
室(

☎
６
３
ー
５
８
１
８)

問 

高
齢
福
祉
介
護
課(

☎
６
５
ー
７
８
４
１)

問 

高
齢
福
祉
介
護
課(

☎
６
５
ー
７
８
４
１)

　
学
校
給
食
で
は
、
毎
月「
長
浜
の
日
」や「
滋
賀
の
日
」と
し

て
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
11

月
の「
滋
賀
の
日
」は
ビ
ワ
マ
ス
を
使
っ
た
献
立
で
す
。

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
食
に
関
す
る
理
解
と
関
心

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
日
の
学
校
給
食
を

提
供
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

　
市
内
在
住
の
学
校
給
食
に
興
味
の
あ
る
人

【
と
　
き
】

　
11
月
28
日(

木)

11
時
～
13
時

【
と
こ
ろ
】

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー(

南
田
附
町)

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー(

高
月
町
高
月)

【
申
込
み
】

　
11
月
12
日(

火)

ま
で
に
、希
望
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
定
　
員
】

　
各
40
食(

先
着
順)

１
食
２
５
０
円

※�

当
日
は
、
見
学
通
路
か
ら
給
食
調
理
の
様
子
を
見
学
で
き

ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３
―
５
８
１
８

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
５
―
２
０
０
１

～
み
ん
な
で
つ
く
る
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
　
や
さ
し
い
ま
ち
～

　「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
た
い
」
そ
ん
な

思
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
み
ん

な
で
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
認
知

症
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
と
　
き
】	

11
月
24
日(

日)

13
時
30
分
～(

12
時
開
場)

【
と
こ
ろ
】	

南
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

新
栄
町)

【
内
　
容
】

基
調
講
演
　
演
題

　『
認
知
症
の
母
を
介
護
し
て
感
じ
る
人
生
の
豊
か
さ
』

　
講
師
　
小こ

宮み
や 

俊と
し

昭あ
き 

氏

活
動
報
告

唐
国
町
民
生
委
員

神
照
郷
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
会
場
内
で
の
催
し
】

〇
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
個
別
相
談(

認
知
症
・
介
護) 

〇
認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
希
望
す
る
場
所
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
医
療
現
場
で
の
様
子
や
地
域
で
で
き

る
こ
と
を
知
っ
て
、「
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。

【
内
　
容
】

〇
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト(

岡お
か

田だ 

健け
ん

太た

郎ろ
う 

氏)

〇「
大
野
木
長
寿
村
ま
ち
づ
く
り
会
の
取
り
組
み
か
ら
」

　 

大
野
木
長
寿
村
ま
ち
づ
く
り
会

〇�

ど
の
世
代
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
　
～
米
原
地
域
包
括
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
し

あ
」で
の
取
り
組
み
～

　
セ
ン
タ
ー
長
　
中な

か

村む
ら 

泰や
す

之ゆ
き 

医
師

【
と
　
き
】

　
12
月
８
日(

日)

13
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】

　
米
原
市
近
江
公
民
館(

米
原
市
顔
戸)

【
申
込
締
切
】

　
11
月
29
日(

金)

ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　
長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
５
―
２
７
５
５

講師　小宮 俊昭 氏　

認知症の人と家族の会滋賀県
支部代表。介護がきっかけで

「家族の会」入会、２年目から
世話人副代表。「男性介護者
のつどい」の運営を開始し「中
北の家」に発展、現在に至る。
男性介護者のつどい「彦根こ
んき会」を運営。

▲�大野木長寿村まちづくり
会の活動の様子

▲講師：中村 泰之 医師
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式SNS

●�長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

●�見聞録のイベントは市公式 Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ〜す

９月22日(日)
地域の拠点となる施設が完成
　余呉町中之郷で余呉まちづくりセンターの整備工事が完了

し、竣工式と記念イベントが行われました。

　集会や軽スポーツに使用できる多目的ホールや、大中小の会

議室、和室等を設けたほかバリアフリー設計がされており、誰も

が利用しやすい施設です。オープニングイベントではよご認定

こども園の園児とともにくす玉開きが行われ、地域の発展の拠

点となる施設の完成を祝いました。

９月28日(土)
個性溢れるロードトレインが集結！
　今年で10回目となる「長浜ロードトレイン祭 in B

び わ

IWA」が奥びわ

スポーツの森で開催されました。

　子どもたちに大人気のロードトレイン。県内から集まった個性豊

かな10台のロードトレインが、「しずかの湖」の周り約1.5kmのコー

スを走りました。自然を満喫できるコースやびわ中学校生徒による

ブラスバンド演奏やふれあい動物園など、多くの家族連れが楽しみ

ました。

９月23日(月・祝)
世界的指揮者からの熱血指導
　浅井文化ホールで「大

お お

植
う え

 英
え い

次
じ

 氏による中学・高校吹奏楽部公

開レッスン＆コンサート」が行われました。

　この催しは今年で２回目。(一財)山岡記念財団が主催してい

るもので、市と姉妹都市アウグスブルクとの交流を支援していま

す。指導を受けた中学校３校と高校２校の吹奏楽部106人の生

徒たちは、世界的な指揮者からのレッスンを受け、音の表現の仕

方など技術を磨きました。

10月５日(土)、６日(日)
台東区とのコラボイベント
　えきまちテラス長浜で、「お江戸『上野・浅草』まつり」が開催

されました。

　この催しは「文化、観光、産業」の分野で連携協定を結ぶ東京都

台東区が主催したもので、上野・浅草の文化を市民に知ってもら

う機会になればと、今回初めて開かれました。

　会場では、講演会やコンサート、ワークショップなどが行われ、

駅前を行き交う多くの人が足を止め、楽しみました。

９月29日(日)
地域の伝統芸能が一同に集合
　曳山博物館前広場で「長浜の祭りと芸能2019」が開催されました。

　今年で３回目となるこの催しは、伝統芸能を多くの皆さんに

知ってもらうために開催されました。

　今年は長浜曳山祭の三番叟、下余呉太鼓踊り、上丹生茶わん祭

り、鍛冶屋太閤踊り、市外から伊勢大神楽の５つの芸能保存団体

が参加しました。会場には多くの人が集まり、地域色豊かな伝統

芸能に歓声と拍手を送りました。

10月５日(土)、６日(日)
まちなかがアート一色になる２日間
　今年で33回目となる「アートインナガハマ2019」が開催され、

全国各地から約191組もの作家や団体が集まり、所狭しと作家た

ちの作品が並び、見る人を楽しませました。

　その他にも、アーティストのパフォーマンスを観ることができ

る催しや、作品作りが体験できるワークショップや人形劇まつり

など、様々な催しがまちなかをアート一色に彩りました。

10月６日(日)
戦国の世に思いを馳せる
　戦国ガイドステーション前広場で、「2019小谷城戦国まつり」

が開催されました。

　この催しは、小谷城主浅井家三代の歴史遺産を活かしたイベン

トとして長年親しまれています。

　甲冑・お姫様着付け体験や芋スタンプ作りなどの体験コーナー

や、様々な模擬店が軒を連ねたほか、手作り甲冑を着た武者行列

が行われ、会場は多くの家族連れで賑わいました。

10月13日(日)
まちなかを彩る時代絵巻
　中心市街地一帯で「豊公まつり」が行われ、賤ヶ岳の合戦での秀

吉公の凱旋を再現した武者行列が披露されました。

　昭和58年に始まった「長浜出世まつり」のひとつとして、毎年

開催されているもので、化粧を施し衣装に身を包んだ稚児や、子

ども武者も行列に加わります。武者たちは見得を切ったり勝ち

どきを上げるなどのパフォーマンスで盛り上げ、訪れた観光客は

まちなかを彩る時代絵巻を楽しんでいました。



やま折り

やま折り

やま折り
のりしろ のりしろ

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしや
すいまちをつくるため、「市民からのメッセー
ジ」を募集します。「広報ながはま」や市政に
関する意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さ
んと共有するため、今後、市ホームページで掲
載する場合があります。

●飛び出す市長室「座ぶとん会議」
　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接意見
交換をします。テーマは申込者が自由に設定でき
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
●ご意見箱
　市役所１階市民交流ロビーに、「ご意見箱」を
設置しています。
●市ホームページ
　トップページの「市へのご意見」から、
手軽に意見や提案を送ることができます。

ご利用ください長浜市の広聴制度市民の皆さんの声をお聞かせください

「市民からのメッセージ」

長浜市役所市民広報課 （ ☎６５－６５０４／FAX６５－４００６）【問合せ】

差
出
有
効
期
間

20
20
年
5
月
31
日

ま
で

≪記入方法等について≫

長 浜 市 役 所 市 民 広 報 課 行

長 浜 市 八 幡 東 町 ６ ３ ２

料
金
受
取
人
払
郵
便

長
浜
局
承
認

2
1

５
２
６
８
７
９
０

①複数の設問がありますが、いずれかの設問への記入だけでも受け付けます。
②郵便切手は不要です。FAXでの受付もできます。
③担当課からの返事をご希望の場合は、住所・氏名・連絡先をご記入ください。
メールアドレスのみ、番地や氏名の記載がないなどの場合は匿名扱いとなり、
お返事ができません。

21　広報ながはま　2019 年 11 月１日 広報ながはま　2019 年 11 月１日　20

市政の動き　(９月17日〜10月４日)
市役所内で行われた会議について、
その内容を概略でお知らせします。
詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容
９月17日(火)
第２回長浜市ＩＣＴ利活用プラン策定懇話会
担当課：情報政策課(☎６５－６５８１)

第三次長浜市ＩＣＴ利活用プラン(たたき台)について事務局から説明を受け、意見
交換を行いました。

９月18日(水)
第５回長浜市政「挑戦と創造」の懇話会
担当課：総合政策課(☎６５－６５０５)

長浜市民満足度調査の結果について事務局から説明を受け、意見交換を行いまし
た。また、長浜市人口ビジョンの見直し案、総合戦略の骨子案について事務局から
説明を受け、協議を行いました。

９月30日(月)
第１回田村駅周辺整備推進会議
担当課：都市計画課(☎６５－６５６２)

田村駅周辺整備事業の進捗状況等について事務局から説明を受け、意見交換を行い
ました。

10月３日(木)
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会(第５回会議)
担当課：行政経営改革課(☎６５－６７０２)

指定管理者候補について審査を行った結果、湖北みずどりステーションは適当と判
断できる指定管理者候補がありませんでした。高山キャンプ場は「(株)ロハス長浜」
を指定管理者候補として適当と判断しました。

10月３日(木)
令和元年度第２回長浜市子ども・子育て会議
担当課：子育て支援課(☎６５－６５１４)

第２期長浜市子ども・子育て支援事業計画(素案)について事務局から説明を受け、
質疑応答を行いました。

10月４日(金)
令和元年度第２回長浜市公共施設マネジメント推進委員会
担当課：公共施設マネジメント課(☎６５－１７１７)

公共施設等総合管理計画及び個別施設計画の改正案(素案)ならびに平成30年度の
進行管理について、事務局から説明を受け、質疑応答・意見交換を行いました。

10月４日(金)
長浜市指定管理者選定委員会第１委員会(第５回会議)
担当課：行政経営改革課(☎６５－６７０２)

指定管理者候補について審査を行った結果、虎姫まちづくりセンター等は「虎姫地域づ
くり協議会」、西浅井地区診療所は「(公社)地域医療振興協会」、湖北福祉ステーションは

「(福)長浜市社会福祉協議会」を指定管理者候補として適当と判断しました。

問 健康企画課（☎６５ー７７７９）
11月の長浜市民献血デーにご協力ください

　市内に献血バスが配車されますので、献血へのご協力をお願いします。

11月 ９日（土）　西友長浜楽市店
　　 24日（日）　イオン長浜
【受付時間】10時～11時45分、13時～15時

※�400ml献血をお願いします。詳しくは、滋賀
県赤十字血液センターホームページまで

　(https://www.bs.jrc.or.jp/kk/shiga/)

令
和
元
年
度
人
権
尊
重
啓
発
作
品
　
入
選
作
品
の
紹
介

問 

人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

　
毎
年
、
市
内
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
募
集
し
て
い
る
「
人
権
尊
重
啓
発
作

品
」。
今
年
度
も
人
権
尊
重
へ
の
願
い
が
こ

め
ら
れ
た
１
６
４
点
も
の
作
品
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
・

優
秀
作
品
に
輝
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
下
記
の
日
程
で
入
選
作
品
の
巡
回
展

を
行
い
ま
す
。

【
巡
回
展
日
程
】

11
月
19
日(

火)

～
24
日(

日)  

虎
姫
文
化
ホ
ー
ル(

宮
部
町)

11
月
26
日(

火)

～
12
月
９
日(

月)

塩
津
海
道
あ
ぢ
か
ま
の
里(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

12
月
11
日(

水)

～
25
日(

水)

　

西
友
長
浜
楽
市
店(

八
幡
東
町)

【
標
語
部
門
】

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

最優秀優　秀 優　秀

最優秀優　秀 優　秀

南中学校　３年

牛
う し

谷
た に

 環
たまき

 さん

湖北中学校　３年

速
は や

水
み

 愛
あ い

那
な

 さん

木之本中学校　２年

宮
み や

部
べ

 真
ま

衣
い

 さん

小谷小学校　４年

松
ま つ

嶌
し ま

 登
と

夢
む

 さん
余呉小中学校　６年

布
ふ

施
せ

 唯
ゆ

月
づ き

 さん
富永小学校　６年

今
い ま

岡
お か

 真
み の り

愛 さん

ふ
み
出
そ
う

 

あ
や
ま
る
勇
気
と

思
い
や
り

た
す
け
て
の

 
み
え
な
い
サ
イ
ン

み
の
が
す
な

「
そ
れ
は
だ
め
！
」

 

言
え
る
あ
な
た
が

カ
ッ
コ
イ
イ



性別 年齢男・女 歳

住　所

氏　名

電　話
F A X

メール

長浜市

今月号の特集に関するご意見

広報ながはまに関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

※○をつけてください。

担当課からの返事をご希望の場合は、連絡先
をご記入ください。

FAXでも受け付けます。 FAX６５－４００６

（電話・メール・FAX）で返事を希望

谷折り

谷折り

谷折り

谷折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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【と　き】12月７日(土)、８日(日)
　プラザ内の各部屋を教室に見立てて、自分の活動や趣
味、知識などをみんなが「センセイ」「セイト」となり、教え
あい、学びあう２日間限りの学校ごっこ。スマホカメラ講
座、余ったお酒の活用法、方言講座、現役司会者の話し方
講座など楽しい講座は約５０種類。ぜひ授業を受けに来
てみませんか。当日参加可能です。
問合せ
　ながはま市民活動センター
　(☎６５－６５２５)

【と　き】	12月14日(土)13時30分～
【ところ】	２階多目的ホールＡ・Ｂ
【講　師】	s

ス タ ジ オ

tudio-L
エル

代表 山
や ま

崎
ざ き

 亮
りょう

 氏
【定　員】	１２０人
【申込み】	電話で下記までお申し込みください。
問合せ・申込先
　社会福祉協議会地域福祉課(☎６２－１８０４)

【と　き】12月15日(日)
　おもちゃの病院や、親子でお寿司ケーキ作り、おはなし
会、人形劇、子ども対象の防災クイズや非常食の食べ比べ
など、図書館と社会福祉協議会による子ども向けを中心と
したイベントを施設の様々な場所で開催します。

【と　き】12月21日(土)、22日(日)
　地域で活動するサークルやボランティア等の団体
による楽器演奏を中心としたコンサートを音楽演劇
活動室(１階)と多目的ホールＡ・Ｂ(２階)で２日間に
わたって行います。

【と　き】12月22日(日)
　親子で楽しみながら、美味しいオムレツケーキ作り
のお料理教室を行います。

【と　き】	12月14日(土)10時～
【ところ】	２階多目的ホールＡ・Ｂ
【講　師】	車いすバスケットボール日本代表候補
	 清

し

水
み ず

 千
ち

浪
な み

 氏
【定　員】	１５０人
【申込み】	電話で下記までお申し込みください。
問合せ・申込先
　社会福祉協議会地域福祉課(☎６２－１８０４)

オープンを記念して、12月の毎週土曜と日曜に様々なイベントを行います。
【と　き】12月の土曜・日曜　　【ところ】 ながはま文化福祉プラザ

コミュニティカレッジ
～学びでつながるウィンターフェス～

〜地域福祉講演会〜
みんなで取り組む地域共生社会づくり

キッズデー

クリスマス直前２d
デ イ ズ

aysコンサート

親子クッキング・
クリスマスオムレツケーキ作り

考えるより、まず行動しよう
〜パラリンピック応援〜

＜ながはま文化福祉プラザ通常開館日時・休館日＞
【お知らせ】 ながはま文化福祉プラザは12月１日(日)に限り13時から開館します。

問 産業文化交流拠点整備室(☎６５ー６９０７)

※各イベントの時間や参加方法などについては、
　市ホームページで随時お知らせします。

▲ながはまコミュニテイ
　カレッジホームページ

施設名 開館時間 休館日

長浜まちづくりセンター
８時30分～21時30分 火曜日・年末年始(12月29日〜１月３日)

市民協働センター

長浜図書館 (平日)10時～20時、(土日祝)10時～18時 火曜日・毎月最終木曜日・特別整理期間
年末年始(12月28日〜１月４日)

地域福祉センター ８時30分～17時15分
土曜日・日曜日・祝日
年末年始(12月29日〜１月３日)

さざなみタウン12月1日オープン
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令
和
２
年
４
月
　
２
つ
の
地
域
で
新
し
い
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
木
之
本
地
域
で
は
、
新
し
い「
木
之
本
小
学

校
」と
新
し
い「
木
之
本
中
学
校
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
昭
和
40
年
ま
で
、杉
野
の
校
区
内
に
は
土
倉

鉱
山
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、閉
鉱
と
と
も

に
一
時
６
０
０
人
を
超
え
た
子
ど
も
の
数
も

減
り
続
け
、子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
整
え
る
た
め
、地
域
と
の
協
議
を
重
ね
て

統
合
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
統
合
後
は
、よ
り
多
く
の
仲
間
や
先
生
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
、集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
合
い

な
が
ら
、よ
り
豊
か
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
現
在
は
、杉
野
の
校
区
と
木
之
本

小
・
中
学
校
の
校
区
と
の
円
滑
な
統
合
を
め

ざ
し
、
地
域
、
保
護
者
、
学
校
で
、
新
し
い
学
校

を
つ
く
っ
て
い
く
準
備
や
交
流
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
杉
野
小
学
校
は
、昭
和
４
年
９
月
に

杉
野
高
等
小
学
校
と
し
て
創
立
し
、今
年
で
90

周
年
を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
杉
野
中
学
校
は
、

昭
和
40
年
創
立
し
、54
年
を
迎
え
ま
し
た
。
小

中
併
設
校
と
な
っ
て
か
ら
は
小
中
の
連
携
を

進
め
、地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
学
校
で
も
杉
野

の
教
育
活
動
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　「
虎
姫
学
園
」は
、
虎
姫
小
学
校
と
虎
姫
中
学

校
が
一
つ
に
な
っ
て
、
小
中
一
貫
教
育
を
行
い

ま
す
。「
余
呉
小
中
学
校
」に
続
く
県
内
で
２
校

目
と
な
る
施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
で
す
。

　
９
年
間
の
一
貫
し
た
指
導
と
４
―

３
―

２
制

の
柔
軟
な
教
育
シ
ス
テ
ム
で
、15
歳
ま
で
に
つ

け
た
い
力
を
小
中
全
教
職
員
で
共
有
し
て
、学

力
や
人
間
性
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、特
色
あ
る

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、こ
と
ば
の

力
を
高
め
る「
こ
と
ば
科
」に
取
り
組
み
ま
す
。

全
教
科
に
わ
た
り「
こ
と
ば
」に
着
目
し
て
、言

語
能
力
を
豊
か
に
し
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
力
の
基
礎
を
築
き
ま
す
。

　
虎
姫
地
域
は
、
と
ら
ひ
め
認
定
こ
ど
も
園
、

虎
姫
高
等
学
校
が
隣
接
し
、従
来
か
ら
幼
小
中

高
と
連
携
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
学
び
の
環
境
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
を
つ
く
り
ま

す
。

　
市
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
提
供
す
る
た
め
に
、学
校
の
あ
り
方
を
考

え
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
数
が
長
期
的
に
減
少
傾
向
を
示
す
中

で
、

〇
現
在
、複
式
学
級
が
あ
る
学
校

〇�

今
後
、５
年
以
内
に
複
式
学
級
が
想
定
さ
れ

る
学
校

に
つ
い
て
、
今
後
学
校
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
魅
力
あ
る
学
校
の
形
の
一
つ
と
し

て
、
義
務
教
育
学
校(

小
中
一
貫
教
育
校)

の
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
義
務
教
育
９
年

間
一
貫
し
た
教
育
方
針
で
教
育
に
当
た
る
た

め
、教
育
目
標
に
合
っ
た
切
れ
目
の
な
い
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問 

教
育
改
革
推
進
室（
☎
６
５
ー
８
６
０
４
）

杉
野
小
学
校
と
木
之
本
小
学
校

杉
野
中
学
校
と
木
之
本
中
学
校
が
統
合

新『
木
之
本
小
学
校
』

新『
木
之
本
中
学
校
』の
誕
生

施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校

『
虎
姫
学
園
』の
開
校

未
来
に
向
け
た
学
校
づ
く
り ▲虎姫学園校章

▲両校の交流の様子

あ
っ
ぱ
れ
祭
り
を
通
じ
て

地
域
と
つ
な
が
る
浅
井
中
学
生

　
浅
井
中
学
校
で
は
、
毎
年
、

長
浜
あ
ざ
い
あ
っ
ぱ
れ
祭
り

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
20
回
目
と
な
っ
た
今
年
の

祭
り
に
は
ス
タ
ッ
フ
や
踊
り

子
と
し
て
、
約
１
０
０
人
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
商
工
会
の
出
店
ブ
ー
ス

の
手
伝
い
や
踊
り
子
へ
の
給

水
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

踊
り
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

ス
テ
ー
ジ
や
ス
ト
リ
ー
ト
で

の
演
舞
を
通
し
て
、
祭
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
浅
井
中
学
校
で
は
、あ
っ
ぱ

れ
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
、５
年
前
か
ら
北

海
道
大
学
の
よ
さ
こ
い
サ
ー

ク
ル
「
縁
」
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
重
ね
て
い
ま
す
。
祭
り

の
前
日
に
全
校
生
徒
が
北
大

生
と
共
に
踊
り
、そ
の
後
教
室

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
祭
り
の
翌
日
に
は
、
約

２
０
０
人
の
生
徒
が
清
掃
活

動
に
参
加
し
、
祭
り
の
片
づ

け
ま
で
手
伝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
祭
り
の
実
行
委
員

長
か
ら
は
「
浅
井
中
生
が
い

な
い
と
こ
の
祭
り
は
成
り
立

た
な
い
。
と
て
も
頼
り
に
し

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
生
徒
の
感
想
に
は
、「
会

場
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
を

笑
顔
に
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
頑
張
り
ま
し
た
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
い
き
た
い
で
す
」
な
ど

と
前
向
き
な
も
の
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
浅
井
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
郷
土
愛
を
育
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
自

分
も
幸
せ
を
感
じ
る
「
豊
か

な
心
」
が
育
ま
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

学校・園活動
紹介
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▲踊り子ボランティアとして演舞を披露

▲スタッフボランティア
　として給水を行う生徒達

▲鰐口　永仁４年(１２９６)
　大聖寺不動堂蔵
　(大阪市立美術館寄託)
　80年ぶりに地元に戻ってき
　ます。

▶
釈
迦
十
六
善
神
像
　
応
永
12
年(

１
４
０
５
年)

　(

大
聖
寺
不
動
堂
蔵)

▲不動明王坐像

◀︎市教育委員会フェイスブック
学校・教育関係の情報が満載

浅井中学校

大だ

い

門も

ん

村む

ら

に
あ
っ
た
寺
院
・
大だ

い

聖
し

ょ

う

寺じ

　
　
　
　
　
～
不
動
明
王
を
守
り
続
け
た
古こ

刹さ

つ

～

問 

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　 

（
☎
７
４
―
０
１
０
１
）

　
浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
大
聖
寺
不
動

堂(

大
門
町)

に
伝
わ
る
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

坐ざ

像ぞ
う

の
修
復

支
援
事
業
と
し
て
、
大
聖
寺
の
歴
史
や
そ
こ
に

伝
わ
っ
た
文
化
財
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
本
展
や
関
連
事
業
を
通
じ
、
修
復

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

〇
企
画
展

【
と
　
き
】	

10
月
29
日(

火)

～
12
月
15
日(

日)

	

９
時
～
17
時(

月
・
祝
日
の
翌
日
休
館)

【
と
こ
ろ
】	

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

大
依
町)

【
入
館
料
】	

大
人
３
０
０
円
　
小
中
学
生
１
５
０
円

【
内
　
容
】	�

大
聖
寺
に
伝
わ
る
仏
画
や
関
連
す

る
資
料
の
展
示
等

〇
歴
史
講
座「
大
門
村
に
あ
っ
た
寺
院
・

　
大
聖
寺
―

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
と
文
化
財
―

」

【
と
　
き
】	

11
月
10
日(

日)

13
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

浅
井
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

	
(

大
依
町)

【
受
講
料
】	

１
人
５
０
０
円

	
(

あ
ざ
い
歴
史
の
会
員
は
無
料)

【
定
　
員
】	

50
名

【
講
　
師
】	

長
浜
城
歴
史
博
物
館 

学
芸
員

	

坂さ
か

口ぐ
ち 

泰や
す

章あ
き

〇
不
動
明
王
坐
像
　
特
別
公
開

　
普
段
公
開
さ
れ
て
い
な
い
不
動
明
坐
像

を
特
別
公
開
し
ま
す
。

【
と
　
き
】	

11
月
17
日(

日)

・
23
日(

土
・
祝)

	

11
時
～
12
時

【
と
こ
ろ
】	

大
聖
寺(

大
門
町)

【
拝
観
料
】	

１
人
５
０
０
円

【
駐
車
場
】	

大
門
町
草
の
根
広
場
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東
京
都
台
東
区
と
の

都
市
連
携
協
定
を
生
か
し
て

　
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
が
鮮
や
か
に
色
づ
く

季
節
、
市
内
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
５
日
、
６
日
に
東
京
都
台
東
区
主
催

の
「
お
江
戸
『
上
野
・
浅
草
』
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、「
え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
」
が
上

野
、
浅
草
一
色
と
な
り
、
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
本
市
と
台
東
区
は
、
同
区
に
あ
る
東
京
藝

術
大
学
の
大
学
美
術
館
で
開
催
し
た
「
東
京

観
音
展
」
で
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
さ
ら

に
不し

の
ば
ず
の
い
け

忍
池
の
ほ
と
り
に
本
市
が
誇
る
観
音

様
を
常
設
す
る
「
び
わ
湖
長
浜K

か

ん

の

ん

A
N

N
O

N
 

H

ハ

ウ

ス

O
U

S
E

」を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
・

観
光
お
よ
び
産
業
の
分
野
で
都
市
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
観
音
様
が

取
り
持
つ
ご
縁
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
で
の
ま
つ

り
に
は
、
台
東
区
長
自
ら
来
浜
い
た
だ
き
、

ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
手
品

「
和わ

妻づ
ま

」や
台
東
区
生
ま
れ
の
落
語
家
、
林

は
や
し

家や

三さ
ん

平ぺ
い

師
匠
を
お
迎
え
し
て
の
舞
台
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
が
笑
顔
で
楽
し
ん
だ
伝
統

工
芸
師
や
東
京
藝
術
大
学
生
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
台
東
区
の
文
化
芸
術
・

芸
能
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東と

う

叡え
い

山ざ
ん

寛か
ん

永え
い

寺じ

の
執
事
に
よ
る

講
演
で
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
と
の
共
通
点
、

不
忍
池
が
び
わ
湖
を
、
そ
の
中
に
築
か
れ
た

中
之
島
は
竹
生
島
を
模
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
寛
永
寺
の
中
に
あ
る
輪り

ん

王の
う

寺じ

に
は
本
市

で
生
ま
れ
た
良

り
ょ
う

源げ
ん

さ
ん
が
祀
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
台
東
区
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
本
市

が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
両
市
区

の
距
離
が
ま
す
ま
す
縮
ま
る
素
晴
ら
し
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
台
東
区
の
皆

さ
ま
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
今
後
も
台
東
区
と
手
を
と
り
あ
っ
て
、
市

の
魅
力
を
首
都
圏
、
そ
し
て
全
国
に
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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治
療
に
合
わ
せ
た

　
　
働
き
方
と
就
職
支
援

　
近
年
、
疾
患
を
抱
え
な
が
ら
働
く

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
立
長
浜
病

院
で
は
、
治
療
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
や
、
新
し
い
仕
事
を
探
し

て
い
る
人
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
に
、
院
内
外
の
専
門
職

に
よ
る
個
別
相
談
会
の
開
催
が
あ
り

ま
す
。
当
院
の
相
談
員
と
関
係
機
関

の
専
門
職
が
連
携
し
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
が
、
病
院
の
中
で
専
門
的
な

相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の

よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
相

談
は
、
産
業
保
健
の
現
状
に
詳
し
い

産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員(

両
立
支
援
促
進
員)

が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
病
気
の
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
職
場
に
伝
え
る
か
、
治
療

に
合
わ
せ
た
働
き
方
に
つ
い
て
な

ど
、
各
種
制
度
も
含
め
て
対
応
し
ま

す
。
ご
希
望
に
よ
り
、
両
立
支
援
促

進
員
が
職
場
に
出
向
き
、
職
場
の
上

司
と
の
面
談
に
同
席
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
ま
た
、
治
療
を
し
な
が
ら
新
し
い

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
に
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
門
職
に
よ
る
就
職

に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
疾
患
に
合
わ
せ
た
就
職
活

動
だ
け
で
な
く
、
応
募
書
類
の
作
成

方
法
や
、
面
接
の
受
け
方
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
、
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
相
談
に
は
事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る

人
は
、
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市立病院通信-○-103
このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

問 

市
立
長
浜
病
院

　（
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

▲台東区長(右)と林家 三平 師匠(中央)

〇�

治
療
と
仕
事
と
の
両
立
に
関
す

る
個
別
相
談
会

【
と
　
き
】 

毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　 

13
時
～
15
時

【
と
こ
ろ
】 

市
立
長
浜
病
院

　
　
　
　 

別
館
１
階｢

ｉア
イ

・
り
ん
ぐ｣

〇�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職
に

関
す
る
個
別
相
談
会

【
と
　
き
】 

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　 

13
時
～
15
時

　
　
　
　 (

祝
日
は
除
く)

【
と
こ
ろ
】 

市
立
長
浜
病
院

　
　
　
　 

別
館
１
階｢

ｉ
・
り
ん
ぐ｣

健
康
推
進
ア
プ
リ「
Ｂ

ビ

ワ

Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ

テ

ク

Ｅ
Ｋ
Ｕ
」の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

問 

健
康
企
画
課（
☎
６
５
ー
７
７
７
９
）

問 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
え
が
お
」事
務
局(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

（
☎
６
５
ー
６
５
５
２
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
健
康
推
進
ア
プ
リ
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ

Ｕ(

ビ
ワ
テ
ク
）」を
、新
規
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、目
標
を
達
成
し

た
人
に
賞
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
１
弾
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、賞
品
と
健
康
を

ダ
ブ
ル
で
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
期
間
】 

11
月
１
日(

金)

～
12
月
31
日(

火)

【
引
換
期
間
】 

11
月
１
日(

金)

～
令
和
２
年
１
月
31
日(

金)

【
引
換
場
所
】 

県
内
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
店

【
対 

象 

者
】「�

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
」
を
新
規
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
設
定
し
た
目
標
を
１
回
達
成
し
た
人(

県
内
先

着
１
，０
０
０
名)

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
と
は

　
歩
い
た
歩
数
に
応
じ
て
進
む
仮
想
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
参
加
が
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
す
。
自
分
で

設
定
し
た
目
標
の
達
成
や
各
種
健
診
の
受
診
、体
重
や
血
圧
等
の
身

体
情
報
を
記
録
す
る
と
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
貯
ま
っ
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
１
，０
０
０
点
１
口
で
賞
品
に
応

募
で
き
ま
す
。

※�

市
内
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー
ス
等
は

来
年
１
月
に
公
開
予
定
で
す
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
っ
た
後
、マ
マ
た
ち

と
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
ご
と
を
、気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
今
回
は
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
え
が
お
」と
、
あ
い
あ
い
ら
ん

ど
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】	

12
月
６
日(

金)

10
時
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

あ
い
あ
い
ら
ん
ど
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

	

〈
高
月
支
所
４
階
〉

【
内
　
容
】	

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う

【
参
加
料
】	

子
ど
も
１
人
１
０
０
円(

材
料
費
込
み)

【
対
　
象
】	

市
内
在
住
の
１
歳
半
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

【
講
　
師
】	

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
え
が
お
」チ
ー
ム
員
数
名

【
定
　
員
】	

15
組(

先
着
順)

【
注
意
事
項
】 �

子
ど
も
の
飲
み
物
や
オ
ム
ツ
は
、
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】 �

11
月
５
日(

火)

～
29
日(

金)

に
①
名
前(

親
子
と
も)

②

年
齢(

子
ど
も
の
み)

③
住
所
④
電
話
番
号
を
電
話
で

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　(

☎
８
５
―
５
５
７
７)

第49回滋賀県芸術文化祭参加事業
「第44回長浜市芸術文化祭」行事  11月下旬の開催事業　　

問 長浜市民芸術文化創造協議会(長浜文化芸術会館)（☎６３ー７４００）

◇香
こ

紅
こう

会
かい

11月24日(日)13時30分～15時30分
／中川能舞台／箏・三絃・尺八の音
楽と鼓との共演「都

と

山
ざ ん

流
りゅう

尺
しゃく

八
は ち

本
ほ ん

曲
きょく

岩
い わ

清
し

水
み ず

」「初
はつうぐいす

鶯」「夕
ゆ う

顔
が お

」「尾
お の え

上の松
ま つ

」の演
奏の他、仕舞「鶴

つ る

亀
か め

」「天
て ん

鼓
こ

」を披露。

◇B.O.ジャパン　クリスマスライブ
12月１日(日)12時～14時／長濱迎
賓館-FutaAi- ／大正琴「四季の会」
のメンバーのアンサンブルユニット

「B.O.ジャパン」が歌やトークをまじ
え、あらゆるジャンルの音楽を届け
ます。／一般5,000円

◇長浜バイオ大学吹奏楽部第16回
　定期演奏会
12月１日(日)13時30分～15時30分
／長浜文化芸術会館／１部シンフォ
ニックステージ、２部平成昭和の代
表曲、３部ポップステージをお送り
します。

※参加費表記のない行事は入場無料です。 ◀�芸術文化祭の詳細
はこちらから

▲アプリの登録は
　こちらから

目標を達成して
ボタンを押すだけ
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シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコー
ナーでは、数ある文化財の中から代表的な
ものをシリーズで紹介します。

102

重要文化財　雨
あめの

森
も り

芳
ほ う

洲
しゅう

関係資料
指定日：平成６年６月28日
市指定文化財　雨森芳洲文庫資料
指定日：昭和58年１月 28日
所有者：芳洲会(管理団体　長浜市)▲交隣提醒(芳洲会蔵)

　
雨
森
芳
洲
の
関
係
資
料
は
、
対
馬
藩(

現
長

崎
県
対
馬
市)

に
仕
え
た
江
戸
時
代
の
儒
学

者
雨
森
芳
洲(

１
６
６
８
～
１
７
５
５)

と
そ

の
子
孫
・
門
弟
ら
に
関
係
す
る
資
料
で
す
。

　
対
馬
の
雨
森
家
に
伝
わ
っ
た
、
対
馬
藩
主

に
上
申
し
た
対
朝
鮮
外
交
に
つ
い
て
の
意
見

書
「
交こ

う

隣り
ん

提て
い

醒せ
い

」
な
ど
の
資
料
を
含
む
「
雨
森

芳
洲
関
係
資
料(

重
要
文
化
財
86
件
、
長
浜
市

指
定
文
化
財
１
５
０
件
）」
は
現
在
、
顕
彰
団

体「
芳
洲
会
」が
所
有
し
て
お
り
、
高
月
観
音

の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
は
、江
戸
時
代
の
末
期
、芳

洲
か
ら
数
え
て
７
代
目
に
あ
た
る
雨あ

め

森の
も
り

二に

橘き
つ

が
、芳
洲
の
没
後
約
１
０
０
年
を
経
て
、そ
の

遺
著
や
遺
品
な
ど
が
次
第
に
散
逸
す
る
こ
と

を
憂
い
、所
蔵
し
て
い
る
物
を
整
理
し
、既
に

散
逸
し
た
も
の
は
自
ら
書
写
や
補
足
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
雨
森
芳
洲
の
こ
と
は
も

と
よ
り
、
当
時
の
藩
政
・
外
交
・
教
育
を
知

る
う
え
で
、と
て
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
平
成
29
年
秋
、
日
韓
共
同
で
申
請
を
行
っ

た「
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
記
録
」が
ユ
ネ
ス

コ「
世
界
の
記
憶
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
日

韓
あ
わ
せ
て
３
３
３
点
の
資
料
の
う
ち
、
１

割
を
超
え
る
36
点
が
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
で

す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
へ
の
登
録
を
記

念
し
、
市
で
は
今
年
11
月
、
長
崎
県
対
馬
市
や

山
口
県
下
関
市
な
ど
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の

ま
ち
と
の
交
流
会
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

	

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち

　
　
　
　
　
全
国
交
流
会
長
浜
大
会

【
と
　
き
】	

11
月
23
日(

土
・
祝)

13
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】	

長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

【
入
場
料
】	

無
料

記
念
講
演

演
題
　
韓
国
か
ら
見
た「
雨
森
芳
洲
」	

講
師
　
朴パ

ク 

花フ
ァ
ジ
ン珍 

氏(

韓
国
釜プ

ギ
ョ
ン慶
大
学 

教
授)

日
韓
文
化
交
流

〇
朗
読
劇「
朝
鮮
通
信
使
と
雨
森
芳
洲
」

〇
韓
国
民
俗
芸
能
の
演
舞(

柳ポ
ド
ル
フ
ェ会)

〇�

富
永
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
芳
洲
先
生
子

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

〇�

交
流
コ
ン
サ
ー
ト(

韓
国
若
手
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
と
ト
ー
ク)

〇�

高
校
生
会
議
報
告
「
柳や

な

井い

高
校
生
の
朝
鮮

通
信
使
に
関
わ
る
一
連
の
取
り
組
み
」(

地

域
か
ら
歴
史
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

日
韓
交
流「
長
浜
え
き
ま
ち
市シ

ジ
ャ
ン場
」

【
と
　
き
】	

11
月
23
日(

土
・
祝)

、 

24
日(

日)

	

９
時
30
分
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】	

え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜(

北
船
町)

〇
食
の
国
際
交
流

〇
朝
鮮
通
信
使
お
よ
び
雨
森
芳
洲
の
情
報
発
信

　(

パ
ネ
ル
展
・
紙
芝
居
の
上
演) 

〇
韓
国
民
俗
芸
能
の
演
舞(

柳
会)

〇
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
映
像
上
映

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
関
西
に
見
る
朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
」

【
と
　
き
】	

10
月
24
日(

木)

～
12
月
２
日(

月)

【
と
こ
ろ
】	

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

	
(

高
月
町
渡
岸
寺)

【
休
館
日
】	

火
曜
日
、祝
日
の
翌
日

【
展
示
説
明
会
】 

11
月
16
日(

土)

13
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　 

２
階
展
示
室

※�

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　 

（
☎
８
５
―
２
２
７
３
） ▲雨森芳洲肖像(芳洲会蔵)

【ところ】	市役所本庁舎多目的ルーム１・２
	 (八幡東町)
問・申 (一社)滋賀士業相談センター
　　  (☎６８－３７１１)

◆一日年金相談所
【と　き】	11月21日(木)10時～16時
【ところ】	市役所本庁舎５階５－Ｃ会議室
	 (八幡東町)
【申込み】	� １週間前までに下記予約専

用電話で下記まで。
申 彦根年金事務所 予約専用ダイヤル
　 (☎０７４９－２３－５４８９)

◆�介護・福祉のお仕事「ミニ就職
説明会」「出張相談」

【と　き】	11月19日(火)15時～16時
※�ハローワークによる介護･福祉の職場

ガイダンスに引き続き実施します。
【ところ】	滋賀県湖北合同庁舎（平方町）
【申込み】	� 「ミニ就職説明会」入退場自

由・申込不要。「出張相談」
完全予約制。前日17時まで
に電話で下記まで。

問・申 湖北介護・福祉人材センター
　　 (☎６４－５１２５)

11月の税・料
市県民税		 ３期
国民健康保険料	 ６期
介護保険料	 ６期
後期高齢者医療保険料	 ５期
安心で安全な口座振替を始めませんか。

結婚相談
○市民交流センター(地福寺町)
　11月12日(火)、28日(木)18時～20時
○湯田まちづくりセンター(内保町)
　11月22日(金)　17時～19時
○湖北まちづくりセンター(湖北町速水)
　11月21日(木)　18時～20時
○高月支所(高月町渡岸寺)
　11月13日(水)　13時～15時
○木之本まちづくりセンター(北部振興局内)
　11月21日(木)　15時～17時
○余呉まちづくりセンター(余呉町中之郷)
　11月16日(土)　10時～12時
○西浅井まちづくりセンター(西浅井支所内)
　11月20日(水)　17時～19時
申 社会福祉課(☎６５−６５３６)
　市ホームページ「結婚支援」で検索ま
たは右記ＱＲコードから。
※�いずれの会場も提供できる情

報は同じです。
※�登録の有効期限は３年です。再

登録を希望する人は、各会場で
申請をお願いします。

長浜米原休日急患診療所
11・12月の診療日のお知らせ

【診療日】	� 11月３日、４日、10日、17日、
23日、24日

	� 12月１日、８日、15日、22日、
29日、30日、31日

【受付時間】	８時30分〜11時30分
	 12時30分〜17時30分
【診療時間】	９時〜18時
【診療科】	内科・小児科
【場　所】	宮司町1181－２
	 湖北医療サポートセンター
	 「メディサポ」内
【電話番号】	６５−１５２５
※�電話はおかけ間違いのないようにご注意ください。
※�受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬手帳・

母子健康手帳(乳幼児の場合)をお忘れなく。
※診療日は日曜・祝日・年末年始
　(12月30日〜１月３日)です。
問 地域医療課(☎６５−６３０１)

女性の悩み相談(要予約)
【と　き】	 11月 16日(土)12時〜16時
	 12月 ５日(木)10時〜14時

【ところ】	 市民交流センター(地福寺町)
【相談員】	下

し も

地
じ

 久
く み こ

美子 氏(臨床心理士)
【料　金】	無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守。
申 平日：人権施策推進課
　 (☎６５−６５５６専用ダイヤル)
　 土日祝：市民交流センター(☎６５−３３６６)

浅井文化ホール

※当日は 200 円増 ※未就学児の入場はご遠慮ください。
※前売券が完売の場合、当日券の販売はありません。
※本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の助成により特別料金
　に設定しています。

須川 展也（ソプラノ・サクソフォン）彦坂 眞一郎（アルト・サクソフォン）
田中 靖人（バリトン・サクソフォン）神保 佳祐（テナー・サクソフォン）
小柳 美奈子（ピアノ）

2019年 2019年
市内中学校・高等学校吹奏楽部
サクソフォン奏者の
共演コンサート

長浜市内保町 2500 

TEL.0749-74-4000

会場・問合せ・申込先

© 島崎信一

主催：長浜市・長浜市民芸術文化創造協議会

三井住友海上文化財団ときめくひととき　第 855 回

みなここやなぎ

ヴァイオリン × チェロ × ピアノ × ソプラノ

※3 歳以下ひざ上鑑賞無料
　（座席ご利用の場合は有料となります）

入場料

就学前の
お子様も
ご入場可

ヴァイオリン：吉岡 克典（大阪交響楽団）
チェロ：大谷 雄一（大阪交響楽団）
ピアノ：吉岡 麻梨
ソプラノ：𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰
湖北オーケストラも出演！

よしおか  かつのり

おおたに  ゆういち

わきさか のりこ

よしおか   まり

こやなぎ　みなこ

たなか　やすと

すがわ　のぶや ひこさか　しんいちろう

じんぼ　けいすけ

・祝

▲朝
ちょう

鮮
せ ん

通
つ う

信
し ん

使
し

絵
え

巻
ま き

(高
こ う

麗
ら い

美術館蔵)

記事広告
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情報ひろば
●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
　掲載希望の場合は下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。✉ kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
　12月15日号 ： 11月12日(火)　 １月１日号 ： 11月25日(月)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課 (☎65－6504) までお問い合わせください。

有料広告欄

≪共通事項≫
【申込み】	電話またはメールで下記まで。
問・申 H

ハ ー ト

eart T
ト レ イ ン

rain d
ダ イ

ai ～ d
ダ イ

ai ～ 村
むら

山
やま

　　 （☎０９０－４０３８－８８９９）
　　　 daidai.risa@gmail.com

◆料理に挑戦してみよう「男の料理教室」
【と　き】	11月14日(木)、12月12日(木)、
	 １月16日(木)、２月13日(木)、
	 ３月12日(木)９時30分～12時
【ところ】	神照まちづくりセンター (神照町)
【定　員】	15人(先着順)
【参加費】	9,000円(全５回)
【持ち物】	エプロン、三角巾、タオル
【申込み】	11月7日(木)までに電話で下記まで。
問・申 一休会 金

か な

澤
ざ わ

(☎６２－４８５７)

◆「大切な命を守りたい」妊娠・出産・
　子育て、大切な家族を守るセミナー
身近に存在する放射能の現状と問題点、見
えないものから身を守るための講座です。
【と　き】	11月16日(土)10時～12時30分
	 (受付９時30分～ )
※終了後、質疑応答、昼食、質問会
【ところ】	助産院「ままの手」なごみ
	 (新庄中町)
【講　師】	「内部被ばくを考える会」
	 代表 川

か わ

根
ね

 眞
し ん

也
や

 氏
【参加費】	1,500円(高校生以下無料)
※子ども同伴可、マクロビ弁当あり
　(要予約680円)
【申込み】	電話またはメールで下記まで。
問・申 助産院「ままの手」なごみ 安

あ ん

藤
ど う

　　  (☎０９０－１６７８－０８５９)
　　　 himehimeandyoshi@gmail.com

◆メンタルコーチ 佐
さ

伯
えき

 和
かず

也
や

 氏子育て講演会
【と　き】	11月24日(日)10時～12時30分
【ところ】	びわ高齢者福祉センター (難波町)
【内　容】	講演会テーマ 「人生脚本」
【参加費】	3,000円(高校生以上)
【申込み】	電話またはメールで下記まで。
問・申 cotton ～こっとん～ 藤

ふ じ

田
た

　　  (☎０９０－５１３２－８４０５)
　　　 chirp.0815.chirp@gmail.com

◆第６回「ボランティア養成講座」
　～お米を原料にした手作りおやつ～

【と　き】	11月27日(水)13時30分～
【ところ】	滋賀文教短期大学(田村町)
【講　師】	子ども学科講師 橘

たちばな

 那
な ゆ み

由美 氏
※�受講料無料。講座の締切や申込方法に

ついてはホームページで。
　　　　　　ホームページ▶

問・申 滋賀文教短期大学 (☎６３－５８１５)

◆年末調整説明会
【と　き】	①11月27日(水)②11月28日(木)
	 13時30分～15時30分

【ところ】	 ①木之本スティックホール
	 (木之本町木之本)
	 ②長浜文化芸術会館(大島町)
※�事前に税務署から案内が届いている場

合は送付している書類を持参ください。
※�②にお車でお越しの際は、豊公園駐車場

(３時間以内無料)をご利用ください。
問 長浜税務署法人課税第１部門(源泉担当)
　 (☎６２－６１９２)

◆消費税軽減税率制度説明会
【と　き】	①11月27日(水)②11月28日(木)
	 15時40分～16時10分

【ところ】	 ①木之本スティックホール
	 (木之本町木之本)
	 ②長浜文化芸術会館(大島町)
※�②にお車でお越しの際は、豊公園駐車場

(３時間以内無料)をご利用ください。
問 長浜税務署法人課税第１部門(法人担当)
　 (☎６２－６１９０)

◆魚のさばき方教室
【と　き】	11月28日(木)14時～16時
【ところ】	近江公民館(米原市顔戸)
【定　員】	10人(定員を超えた場合は抽選)
【対　象】	長浜市・米原市在住の人
【参加費】	1,000円(材料費、保険料含む)
【申込み】	 �11月１日(金)～12日(火)16時まで

に電話またはメールで下記まで。
問・申 長浜地方卸売市場(☎６３－４０００)
　　　 nagasijo@mx.bw.dream.jp

◆第４回ふれあい講座「太極拳体験講座」
太極拳と呼吸法を無理なく楽しく体験
できます。お気軽に参加ください。
【と　き】	12月１日(日)10時～12時

【ところ】	長浜市民交流センター
	 (地福寺町)
【講　師】	日本太極拳連盟Ａ級指導員
	 ４段資格者 川

か わ い

合 章
あ き

子
こ

 氏
【定　員】	30人(先着順)
【持ち物】	タオル、飲み物、上靴
【申込み】	� 11月30日(土)までに電話ま

た直接下記まで。
※参加無料。運動ができる服装でお越しください。
問・申 長浜市民交流センター
　　  (☎６５－３３６６)

◆介護福祉士国家試験対策公開講座
　「全国統一模擬試験」
【と　き】	12月４日(水)、５日(木)
	 10時～16時(オリエンテーション含む)
※両日とも試験内容は同じです。
【ところ】	特別養護老人ホームアンタレス
	 (加田町)
【定　員】	40人(先着順)
【受講料】	4,455円
【申込み】	11月25日(月)までに電話で下記まで。
問・申 青祥会法人本部(☎６８－４１１４)

◆自衛官募集
【募集種目】	高等工科学校生徒
【募集資格】	15歳以上17歳未満の男性
【受付期間】	推薦：11月１日(金) ～29日(金)
	 一般：11月１日(金) ～１月６日(月)
【申込み】	� 右記ＱＲコードよりメールで

お申し込みください。

問・申 自衛隊彦根地域事務所
　　  (☎０７４９－２６－０５８７)

◆無料相続セミナー＆個別相談会
司法書士、税理士、土地家屋調査士、行
政書士が相続に関するセミナーを行い
ます。また、相続、遺言、不動産、税金等
について無料で相談をお受けします。
【と　き】	11月16日(土)
	 相続セミナー：10時～12時
	 個別相談会：13時～16時
※いずれも予約優先

◆きずな赤ちゃんイベント
①予防接種のおはなしとスケジューリング会
【と　き】	11月８日(金)、12月５日(木)、
	 13時30分～14時30分
【ところ】	まちのほけんしつ(平方町)
【対　象】	乳児とその保護者
【持ち物】	母子手帳、保険証、福祉医療受給券
※要予約、登録不要、参加無料
②マタニティ勉強会
【と　き】	11月11日(月)、12月２日(月)
	 13時30分～14時30分
	 「赤ちゃんの沐浴」
	 11月25日(月)、12月16日(月)
	 13時30分～14時30分
	 「赤ちゃんとの暮らし」
【ところ】	まちのほけんしつ(平方町)
【対　象】	安定期の妊婦
【持ち物】	母子手帳
※要予約、登録不要、参加無料
問・申 まちのほけんしつ(☎６８－３２１５)

◆オリンパス×長浜ローカルフォト写真展
　「長浜の匠とまちと季節の彩り」
写真家 中

な か

藤
ふ じ

 毅
た け

彦
ひ こ

 氏と市民団体「長浜
ローカルフォト」メンバーらによる撮影
写真の展示。長浜のまち並みや伝統工
芸の匠等18点を展示します。
【と　き】	11月９日(土) ～13日(水)
	 10時～16時
	 (最終日は12時まで)
【ところ】	ギャラリー楽座(元浜町)
※�11月９日(土)14時30分～中藤 毅彦 

氏のトークイベントを開催します。
※入場無料
問 長浜ローカルフォト事務局
　 (☎６５－６５２５)

◆2019年奥びわ湖水の駅まつり
【と　き】	11月10日(日)10時～15時
【ところ】	道の駅・塩津街道あぢかまの里
	 (西浅井町塩津浜)

【内　容】	� にぎわいテント村、野外ス
テージ、ガラポン抽選会、振
る舞い(千人鍋、ポン菓子)、景
品付き餅まき、お花畑大作戦
(リース作りなど)

問 西浅井地域振興イベント実行委員会
　 (☎８９－０２８１)

◆パトス四重奏団
　～４人の魂が織りなすピアノ四重奏～
【と　き】	11月14日(木)18時30分～
	 (開場18時)
【ところ】	木之本スティックホール
	 (木之本町木之本)
【内　容】	� 若き精鋭たちで結成された

ピアノ四重奏団の木之本公
演が実現 ブラームス：ピア
ノ四重奏曲第１番、フォーレ：
ピアノ四重奏曲第１番ほか

【入場料】	一般1,000円
	 シニア(60歳以上)700円
【申込み】	当日までに電話で下記まで。
問・申 木之本スティックホール
　　　(☎８２－２４１１)

◆�「びょういんの参観日」～知ってほ
しい長浜病院ってこんなところ～

【と　き】	11月23日(土・祝)10時～14時
【ところ】	市立長浜病院(大戌亥町)
【内　容】	親子で巡る院内ツアー
	 (小学生対象、親子で25組、要予約)
	 体験・展示コーナー (看護師体験等)
	 健康測定ブース(骨密度測定等)
	 ミニ演奏会
【申込み】電話で下記まで。
※参加無料。詳細はホームページで。
問・申 市立長浜病院経営企画課
　　  (☎６８－２３２５)

◆長浜北星高等養護学校 冬の販売会
【と　き】	11月23日(土・祝)10時～12時
【ところ】	長浜北星高等学校(地福寺町)
【販売商品】	� 各種花苗と葉ぼたんの寄植

え、木製フラワースタンド、木

製ベンチ、素焼き園芸鉢、陶製
鉢カバー (中・小)、土鍋、さき
織り鍋つかみ、さき織りサコッ
シュ、草木染大判風呂敷 ほか

※商品持ち帰り用の袋、かご等を持参ください。
問 長浜北星高等養護学校 
　 (☎６２－０９３０)

◆認証30周年記念第16回チャリティー茶会
【と　き】	11月26日(火)10時～15時
【ところ】	北びわこホテルグラツィエ(港町)
【内　容】	香煎席、薄茶席、点心席
【参加費】	4,000円(点心付き)
【申込み】	� 国際ソロプチミスト長浜会員

またはホテルフロントまで。
※当日券もあります。
問・申 国際ソロプチミスト長浜 北

き た

川
が わ

　　  (☎６３－２４７７)

◆落語愛好家による「天狗寄席」
【と　き】	11月30日(土)13時30分～15時
【ところ】	レンタルスペース松橋(北船町)
【内　容】	� 市内在住の落語愛好家によ

る落語会
※申込不要、入場無料
問 白扇落語会事務局
　 (☎０９０－８５６５－７５５８)

◆Ｈ
ハ ー ト ト レ イ ン

ｅａｒｔＴｒａｉｎ講座
①大人のリトミック教室「おとみっく」
音とリズムを使った脳トレ＆身体活動
【と　き】	11月12日(火)10時30分～11時30分
【ところ】	六荘まちづくりセンター (勝町)
【講　師】	中

な か

山
や ま

 ありか 氏
【定　員】	10人(先着順)
【参加料】	800円(初参加無料)
 ②ヨガ教室
【と　き】	11月28日(木)10時30分～11時30分
【ところ】	六荘まちづくりセンター (勝町)
【講　師】	小

こ

宮
み

山
や ま

 和
か ず

子
こ

 氏
【定　員】	15人(先着順)
【参加料】	500円

不用品交換情報（10月11日現在）
◆ください（無料）
○大人用自転車○子ども用自転車○整理タンス○洋服タンス○地
デジ対応テレビ○グラウンドゴルフ用品○炊飯器○ベビーゲート○
植木鉢(大)○チャイルドシート○掃除機○ホットカーペット○掛け
布団○室内用鉄棒

◆あげます（無料）
○夏・冬用座布団(各10枚)○食器棚(大)○土鍋○ぬか漬けつぼ○
漬物石○ゴルフセット○ハイザー○テレビ台○毛糸(手芸用)○盆栽
鉢
※現物は保管していません。
※�市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決定していただきます。
問 環境保全課（☎６５－６５１３）

講座・教室

催　し

募　集

相　談
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このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５−６５０４）まで申込みください。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

まちの

人口
令和元年 10 月１日現在　　人口 118,103 人　　男 57,963 人　　女 60,140 人　　世帯数 46,301 世帯

令和元年９月中の異動　　転入 254 人　　転出 224 人　　出生 81 人　　死亡 129 人　　婚姻 45 件

今
月
の
表
紙
小
谷
小
学
校
児
童
の
掛
け
声
で
一
斉
に
勝
ど
き
を
上
げ
る
武
者
達
。

秋
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
ぬ
け
る
中
、
小
谷
山
に
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。(

10
月
６
日
撮
影)

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図
書館、まちづくりセンターなど市の公共施設やスーパーなどにも置いています。市ホームページ、スマ
ホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

撮影場所：佃平七糸取り工房

伝統工芸を守る伝道師

佃
つくだ

　三
み

恵
え

子
こ

さん (木之本町大音)

　「カタカタカタ」どこか懐かしい音が
集落の路地から聞こえてきます。市内
で唯一の糸取り工房「佃平七糸取り工
房」。そこには作業を行う佃三恵子さん
の姿があります。
　佃さんの家系は代々糸取りを行って
いたので、小さいころから手伝いをして
いたそう。「手伝いながら祖母に教えて
もらい、自然と糸取りの技術が身につい
ていきました。自分の技術が磨かれて
いくのが実感できて楽しかった」と笑顔
で話します。
　大音は古くから糸取りが盛んだった
地域で、70 ～ 80軒の工房があったと
いいます。「昔はうちでも着物の布も
作っていたらしいんやけど。大企業の
大量生産や化学繊維に押されてしまい、

多くは店をたたんでしまった。うちは
邦楽器の糸を専門に事業を展開して、生
き残ることができた」と佃さん。残って
いた最後の工房も20年程前にやめてし
まい、佃平七糸取り工房が最後の１軒と
なりました。「とても寂しかった。ただ
その分、この伝統工芸を私が守っていか
なあかんという自覚が強くなりました」
と当時を振り返ります。
　そこからは自身の技術をさらに磨く
とともに、後進の育成にも力をいれてき
ました。「繭はお蚕様が作り出すもの。
生き物なので一つひとつ異なる。そこ
に合わせて上手くできるかどうか試行
錯誤が必要なんです」と、一人ひとり丁
寧に指導を行っています。
　また、少しでも多くの人に知ってもら

おうと見学も積極的に受け付けます。
楽器や、着物の製作に仕事として携わる
人はもちろん、趣味で見に来てくれる人
も。「今年は特に多く、数百人の見学者
が来てくれた。いろんな人に糸取りを
知ってもらい、とても嬉しい」と目じり
を下げます。
　これからの目標は後世に技術を受け
継いでいくこと。「これ以上規模を大き
くしようとは思ってないんです。ただ
この技術は規模が小さくても後世に引
き継がないと」と使命感を口にします。
一方で、「私も、体が動くかぎりは、続け
たい。生涯現役ですね」と熱い気持ちも
語ります。
　過去と未来をつなぐ伝統工芸の伝道
師として、佃さんの挑戦が続きます。
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我が家のわんぱく BOY ！

これからの成長がすごく楽しみです！

家族みんなで応援してます！

毎日ニコニコ笑顔のらいちゃん♥
これからも笑顔いっぱい、元気いっぱい

に大きくなってね　 だいすきだよ♥ 
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